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『
賈
誼
新
書
』
譯
註
稿
（
三
）

過
秦
上
(3)

工
藤

卓
司

凡
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
賈
誼
新
書
』
譯
註
稿
（
一
）
」
（
『
東
洋
古
典
學

研
究
』
第
四
九
集
所
載
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

1
-
7

（
始
皇
）〔
秦
王
〕（
既
没
）〔
福
沒
〕
、
餘
威
震
於
殊
俗
。
然
〔
而
〕
陳
涉
、

（
１
）

（
２
）

（
３
）
（
４
）

（
５
）

甕
牖
繩
樞
之
子
、
氓
隷
之
人
、
而
遷
徙
之
徒

也
。
才
（
不
能
）
〔
能

不

〕
及

（
６
）
（
７
）

（
８
）
（
９
）

（
１
０
）

（
１
１
）

中

人
、
非
有
仲

尼
・
墨
翟
之

賢
、
陶
朱
・

頓

之

富
、
躡
足
行
伍
之

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

間

、
而
俛

起
（
阡
陌
）
〔
什

伯

〕
之
中
、
率
疲
弊
之

卒
、
將
數
百
之
衆
、

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

轉

而
攻
秦
。
斬
木
爲
兵
、
揭
（
干
）
〔
竿
〕
爲
旗
、
天
下
雲

合
（
嚮
）
〔
響
〕

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

應
、

粮
而
景
從
。
山
東
豪
俊
〔
遂
〕

並

起
、
而
亡
秦
族

矣
。

（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
）

始
皇
福
に
沒
す
る
も
、
餘
威
は
殊
俗
に
震
ふ
。
然
り
而
し
て
陳
涉
は
、
甕
牖

を
う
い
う

繩
樞
の
子
、
氓
隷
の
人
に
し
て
、
而
し
て
遷
徙
の
徒
な
り
。
才
は
中
人
に
も

じ
ょ
う
す
う

ば
う
れ
い

せ
ん

し

及
ぶ
能
は
ず
、
仲
尼
・
墨
翟
の
賢
、
陶
朱
・

頓
の
富
有
る
に
非
ず
、
足
を

と
ん

行
伍
の
間
に
躡
み
て
、
而
し
て
什
伯
の
中
よ
り
俛
起
し
、
疲
弊
の
卒
を
率
い
、

ふ

べ
ん

き

數
百
の
衆
を
將
い
、
轉
じ
て
而
し
て
秦
を
攻
む
。
木
を
斬
り
て
兵
と
爲
し
、

ひ
き

竿
を
揭
げ
て
旗
と
爲
す
も
、
天
下
は
雲
合
し
て
響
應
し
、
粮
を

ひ
て
而
し

か
て

て
景
の
ご
と
く
從
ひ
た
り
。
山
東
の
豪
俊
は
遂
に
並
び
起
こ
り
て
、
而
し
て

か
げ

秦
の
族
を
亡
ぼ
し
ぬ
。

【
口
語
譯
】

始
皇
帝
が
歿
し
て
し
ま
っ
て
も
、
先
祖
代
々
の
威
勢
は
風
俗
を
異
に
す
る
樣

々
な
地
域
を
も
動
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
陳
涉
は
、
甕
の
口
を
窗

と
し
繩
で
戸
口
を
く
く
り
つ
け
た
よ
う
な
貧
し
い
家
出
身
で
、
下
賤
の
人
で

あ
っ
て
、
そ
し
て
流
刑
の
徒
で
あ
っ
た
。
材
能
は
中
人
に
も
及
ぶ
こ
と
は
で

き
ず
、
仲
尼
・
墨
翟
の
賢
さ
、
陶
朱
・
猗
頓
の
財
が
有
る
譯
で
も
無
く
、
軍

隊
の
中
を
驅
け
ず
り
回
っ
て
い
た
が
、
十
人
長
百
人
長
の
中
か
ら
這
い
上
が

り
、
疲
弊
し
た
兵
士
數
百
人
を
率
い
て
、
轉
じ
て
秦
を
攻
撃
し
た
。
木
を
斬

っ
て
武
器
と
し
、
竿
を
揭
げ
て
旗
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
天
下
の
人
々
は

雲
が
集
ま
る
樣
に
そ
れ
に
呼
應
し
て
、
糧
食
を
背
負
っ
て
影
の
樣
に
從
っ
た
。

山
東
の
豪
傑
も
並
び
起
こ
り
、
そ
し
て
、
と
う
と
う
秦
の
一
族
を
亡
ぼ
し
て

し
ま
っ
た
。
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（
１
）
「
秦
王
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
始
皇
」
に
作
り
、
『
史
記
』
陳
渉
世

家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編

本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
も
同
じ
。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
王
耕
心
本
は
「
秦
王
」
に
作
る
。
今
、

過
秦
下
篇
に
從
い
、「
秦
王
」
に
改
め
る
。

（
２
）
「
福
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
既
」
に
作
り
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀

・
陳
渉
世
家
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
・
和
刻
本
も
同
じ
。
し

か
し
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
・
朱
本
・
盧
本
・
王

耕
心
本
は
「
服
」
、
何
本
・
程
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
謨
本
は
「

」
に
作
る
。

今
、
上
文
に
從
っ
て
「
福
」
に
改
め
る
。
「
没
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
子

彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
沒
」
、
盧
本

は
「

」
に
作
る
。『
正
字
通
』
に
「
沒
は
、
譌
り
て
殳
に
從
ふ
」
と
あ
る
。
今
、

な
ま

「
沒
」
に
改
め
る
。

（
３
）
「
震
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・

程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和

刻
本
は
「
振
」
に
作
る
。『
禮
記
』
月
令
「
蟄
蟲
始
振
」
注
に
「
振
は
、
動
な
り
」

と
有
り
、
『
爾
雅
』
釋
詁
に
「
震
は
、
動
な
り
」
と
有
れ
ば
、
「
震
」
「
振
」
通

ず
。

（
４
）
「
於
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
藝
文
類
聚
』
・
程
本
・
子

彙
本
・
朱
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
于
」
に
作
り
、
『
羣
書
治
要
』
は
無
し
。

（
５
）
「
而
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
無
く
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
而
』
字
無

し
」
と
言
い
、
兩
京
遺
編
本
も
同
じ
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』

は
「
然
而
」
の
二
字
無
し
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
に
は
『
然
而
』
二

字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
愚
按
ず
る
に
、
二
字
無
き
は
、

謬
れ
る
こ
と
甚
だ
し
。
今
、
原
文
（
盧
本
、
以
下
同
じ
）
に
仍
る
。
或
ひ
は
『
而
』

字
無
き
も
亦
た
非
な
り
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
今
、
補
う
。

（
６
）
「
甕
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
罋
」
に
作
る
。
王

耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
罋
』
に
作
る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家

も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

『
集
韻
』
に
「

は
、
陶
器
な
り
、
或
ひ
は
甕
・
罋
に
作
る
」
と
有
れ
ば
、「
甕
」

「
罋
」
同
じ
。
ま
た
「
牖
」
、
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・

王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
牗
」
に
作
る
。
李
善
は
「
禮
記
（
儒
行
）
に
『
儒
に
蓬

戸
甕
牖
有
り
』
と
曰
ふ
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
ま
た
、
『
莊
子
』
讓
王
と

『
韓
詩
外
傳
』
卷
一
に
原
憲
に
つ
い
て
述
べ
て
「
甕
牖
」
と
有
り
、『
呂
氏
春
秋
』

慎
大
覽
、
下
賢
に
も
「
甕
牖
」
と
見
え
る
。

（
７
）「
繩
」
、
何
本
は
「

」
、
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
䋲
」

に
作
る
。

（
８
）
「
氓
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
、
『
氓
』
は
『
甿
』
に
作
る
」
と
言
い
、
何

孟
春
も
「
一
に
『
甿
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。
『
史
記
』

秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』

・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
耕
心
本
は
「
甿
」
に
作
る
。
裴
駰
は
「
甿

は
、
古
の
氓
字
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
集
解
』
秦
始
皇
本
紀
）
。
王
耕
心
は
「
盧

本
、『
甿
』
は
『
氓
』
に
作
る
。
史
・
漢
・
文
選
は
皆
な
文
の
ご
と
し
（
『
甿
』
）
。

愚
按
ず
る
に
、
『
甿
』
は
古
文
な
り
。
『
氓
』
、
周
官
に
て
は
多
く
『
甿
』
に
作

る
、
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
し
か
し
、
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「
氓
」
は
『
詩
經
』
は
も
と
よ
り
、『
孟
子
』
や
『
淮
南
子
』
に
も
見
え
て
い
る
。

今
、
改
め
ず
。

（
９
）
「
隷
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は

「
隸
」
、『
文
選
』・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈

長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
は
「

」
に
作
る
。『
玉
篇
』
に
「
隷

は
、
隸
に
同
じ
」
と
有
る
。
ま
た
、『
康
熙
字
典
』
に
は
「
廣
韻
に
は
俗
に
『

』

に
作
る
と
あ
り
。
韻
會
・
正
韻
に
『

』
に
作
る
は
、
非
な
り
」
と
有
る
。

（
１
０
）
「
也
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
賈
長
沙
集
』
は
無
し
。
王
耕
心
は

「
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
也
』
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。

愚
按
ず
る
に
、『
也
』
無
き
は
殊
に
謬
れ
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈

子
次
詁
』
校
詁
一
）。
な
お
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
而
遷
徙
之
徒
也
」
無
し
。

（
１
１
）
「
才
能
不
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
才
不
能
」
に
作
る
が
、
『
史
記
』

、
、

秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
は
「
才
能
不
」
、

、
、

陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱

本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
材
能
不
」
、
兩
京
遺
編
本
は
「
材

、
、
、

、

不
」
に
作
る
。
『
史
記
』
に
「
才
能
不
及
中
人
」
（
李
將
軍
列
傳
）
や
「
狀
貌

、不
及
中
人
」
（
游
俠
列
傳
）
と
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
才
能
不
」
が
正
し

、
、

い
か
。
今
、
改
め
る
。

（
１
２
）
「
中
人
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
中
庸
』
に
作
る
」
と
言
い
、
何
孟

春
も
「
人
」
に
つ
い
て
「
一
に
『
庸
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。

『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
程
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙

集
』
・
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
中
庸
」
に
作
る
。
李

善
は
「
方
言
に
『
庸
は
、
賤
稱
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
中
等
の
庸
人
に
及
ば

ず
と
な
り
」
と
言
い
（
『
文
選
注
』
）
、
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
庸
』
は
『
人
』
に

作
り
、
史
記
も
同
じ
。
漢
書
・
文
選
は
文
の
ご
と
し
。
是
な
り
。
義
は
李
善
說

に
見
ゆ
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
史
記
』
李
將
軍
列
傳
に
は
、
李
廣
の
發
言
中
に
「
才
能
は
中
人
に
及
ば
ず
」

と
有
り
、
游
俠
列
傳
贊
に
「
（
郭
解
は
）
狀
貌
は
中
人
に
及
ば
ず
」
と
有
る
か
ら
、

「
中
人
」
の
ま
ま
と
す
る
。

（
１
３
）
「
仲
尼
」
、
盧
文
弨
は
「
『
仲
尼
』
は
、
別
本
に
は
『
仲
弓
』
に
作
る
。

案
ず
る
に
、
荀
子
常
に
仲
尼
・
子
弓
を
以
て
竝
稱
す
。
子
弓
は
蓋
し
卽
ち
馯
臂

子
弓
な
り
。
或
ひ
は
仲
弓
は
卽
ち
冉
雍
な
り
と
云
ふ
。
夫
子
は
其
の
南
面
す
る

を
許
せ
ば
、
此
に
稱
す
る
所
の
者
は
是
れ
な
ら
ん
。
『
仲
尼
』
に
作
る
者
は
、
或

ひ
は
轉
じ
て
史
記
の
本
に
據
り
て
之
を
改
む
る
の
み
な
ら
ん
」
と
言
う
。
何
本

は
「
仲
弓
」
、
程
本
・
朱
本
は
「
仲

」
に
作
る
。
何
孟
春
は
「
弓
」
に
つ
い

て
「
一
に
『
尼
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）。
王
耕
心
は
「
盧

本
・
諸
家
皆
な
文
の
ご
と
し
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
。
惟
だ
別
本
に
『
仲

弓
』
に
作
る
或
り
て
、
盧
氏
の
意
以
て
是
と
爲
す
。
蓋
し
孔
墨
竝
び
稱
す
る
こ

と
屢
ば
晩
周
の
諸
子
に
見
ゆ
る
を
知
ら
ず
、『
尼
』
を
改
め
て
『
弓
』
と
爲
せ
ば
、

乃
ち
淺
人
の
妄
竄
に
出
づ
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て
賈
子
の
原
文
に
非
ざ
る
な

り
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
祁
玉
章
も
「
仲
弓
は
何
如
な
る
人
な

る
か
、
尚
ほ
確
考
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
賈
子
豈
に
肯
へ
て
以
て
墨
翟
と
並
稱
せ

ん
や
。
盧
氏
は
但
だ
別
本
に
の
み
據
り
て
、
當
に
仲
弓
に
作
る
べ
し
と
以
爲
ひ

た
る
は
、
疏
な
り
」
と
言
う
（
『
賈
子
新
書
校
釋
』
）
。
『
史
記
』
李
斯
列
傳
に
趙

高
の
言
葉
と
し
て
「
孔
墨
之
智
」
と
有
り
、
ま
た
、
前
漢
武
帝
期
の
徐
樂
の
言

に
「
陳
涉
は
千
乘
の
尊
・
尺
土
の
地
無
く
、
身
は
王
公
大
人
名
族
の
后
に
非
ず
、
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鄉
曲
の
譽
も
無
く
、
孔
・
墨
・
曾
子
の
賢
、
陶
朱
・
猗
頓
の
富
有
る
に
非
ざ
る

な
り
。
然
れ
ど
も
窮
巷
よ
り
起
こ
り
て
、
棘
矜
を
舊
ひ
、
偏
袒
大
呼
し
て
而
し

て
天
下
風
に
從
ふ
が
ご
と
し
」
と
過
秦
論
と
同
樣
の
問
題
設
定
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
（
平
津
侯
主
父
列
傳
）
。
『
賈
誼
新
書
』
中
、
他
に
は
「
孔
子
」
と
い
う

言
い
方
し
か
見
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
仲
尼
」
が
正
し
い
だ
ろ
う
。

（
１
４
）
「
賢
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
知
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
漢

書
、『
賢
』
は
『
知
』
に
作
る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
是
な
り
。

今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
「
賢
」
か
「
知
」
か

は
判
じ
難
い
。
今
、
原
文
に
據
る
。

（
１
５
）
「

」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳

・
盧
本
・
王
耕
心
本
は
「
猗
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
は
「

」
、
朱
本

は
「
爼
」
に
作
る
。
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・

王
謨
本
・
和
刻
本
は
四
部
叢
刊
本
に
同
じ
。

（
１
６
）『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
富
」
の
下
に
「
也
」
字
有
り
。
王
耕
心
は
「
史

記
陳
渉
世
家
、
『
富
』
の
下
に
『
也
』
字
有
り
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も

同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
１
７
）
「
間
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
羣
書
治
要
』
・
盧
本

・
王
耕
心
本
は
「
閒
」
に
作
る
。

（
１
８
）
「
而
俛
起
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
而
倔
起
』
に
作
り
、
始
皇
本
紀

と
同
じ
。
陳
渉
世
家
は
『
俛
仰
』
に
作
る
」
と
言
い
、
何
孟
春
は
「
『
俛
』
、
史

記
は
『
倔
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本

紀
・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
而
倔
起
」
、
陳
渉
世
家
は
「
俛
仰
」
、『
漢

書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
而
免
起
」
、
『
文
選
』
・
子
彙
本
・
盧
本
・
和
刻
本
は
「
俛

起
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
出
倔
起
」
、
王
耕
心
本
は
「
倔
起
」
に
作
る
。
兪
樾

は
「
『
俛
』
は
當
に
始
皇
本
紀
に
從
ひ
て
『
倔
』
字
に
作
る
べ
き
も
、
誤
り
て
『
俛
』

に
作
る
。
而
も
陳
渉
世
家
は
遂
に
『
俛
仰
』
に
作
り
た
り
」
と
言
う
（
『
諸
子
平

議
』
、
賈
子
一
）
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
倔
』
は
『
俛
』
に
作
り
、
文
選
も
同

じ
。
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
而
倔
起
』
に
作
り
、
陳
渉
世
家
は
『
俛
仰
』
に
作

り
、
漢
書
は
『
而
免
起
』
に
作
る
。
（
中
略
）
愚
按
ず
る
に
、
『
而
』
は
衍
文
な

れ
ば
、
今
取
ら
ず
。
『
倔
起
』
（
中
略
）
に
作
る
、
皆
な
是
な
り
。
上
に
『
躡
足

行
伍
之
閒
』
と
云
ふ
は
、
戍
卒
と
爲
り
し
を
謂
ふ
な
り
。
此
に
『
倔
起
阡
陌
之

中
』
と
云
ふ
は
、
起
つ
に
田
閒
よ
り
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
今
、
參
訂
し
て
文
の

ご
と
く
す
。
兪
氏
、
『
阡
陌
』
は
當
に
『
什
伯
』
に
作
る
べ
し
と
謂
へ
る
は
、
蓋

し
未
だ
二
句
の
義
を
考
せ
ず
、
且
つ
行
伍
は
猶
ほ
什
伯
の
轉
の
ご
と
く
、
上
文

と
繁
複
す
る
を
忘
れ
し
な
ら
ん
。
『
免
』
は
乃
ち
『
俛
』
字
の
誤
り
な
り
。
顏
師

古
（
語
釋
參
照
）
必
ず
強
解
を
爲
す
は
、
尤
も
謬
れ
り
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』

校
詁
一
）
。
「
而
」
字
の
有
無
及
び
「
俛
起
」
・
「
倔
起
」
・
「
俛
仰
」
の
い
ず
れ
か

に
つ
い
て
は
判
じ
難
い
の
で
、
今
、
改
め
ず
。

（
１
９
）
「
什
伯
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
阡
陌
」
に
作
り
、
『
漢
書
』
陳
勝

項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長

沙
集
』・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
も
同
じ
。
小
尾

郊
一
は
「
阡
陌
」
を
「
田
畑
の
あ
ぜ
道
」
と
解
し
（
『
文
選
（
文
章
編
）
六
）
、

吉
田
賢
抗
は
「
道
路
の
こ
と
。
東
西
の
道
路
を
阡
と
い
い
、
南
北
を
陌
と
い
う
」

と
す
る
（
『
史
記
一
（
本
紀
）
』
）
。
盧
文
弨
は
「
『
阡
陌
』
は
漢
書
と
（
同
じ
）
。

史
記
は
竝
び
に
『
什
伯
』
に
作
る
」
と
言
う
。『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
は
「
什
伯
」
、

陳
渉
世
家
は
「
仟
佰
」
、『
羣
書
治
要
』
は
「
什
佰
」
に
作
る
。
王
念
孫
は
「
『
阡

陌
』
は
本
と
『
什
伯
』
に
作
る
。
此
れ
『
什
伯
』
に
因
り
て
誤
り
て
『
仟
伯
』
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に
作
る
。
故
に
又
た
誤
り
て
『
阡
陌
』
に
作
り
し
の
み
。
今
本
漢
書
及
び
史
記

陳
涉
世
家
・
賈
子
・
文
選
皆
な
誤
り
て
『
阡
陌
』
に
作
る
。
唯
だ
秦
始
皇
本
紀

の
み
『
什
伯
』
に
作
る
。
集
解
は
漢
書
音
義
の
『
首
を
十
長
百
長
の
中
よ
り
出

だ
す
』
と
曰
へ
る
を
引
く
。
如
淳
は
『
時
に
皆
な
辟
屈
し
て
十
百
の
中
に
在
り
』

と
曰
ふ
。
此
れ
に
據
れ
ば
、
則
ち
正
文
及
び
如
注
は
皆
な
本
と
什
伯
に
作
り
し

こ
と
、
明
ら
か
な
り
。
陳
涉
世
家
索
隱
も
亦
た
『
什
伯
』
に
作
り
、
注
に
『
十

人
百
人
之
長
に
在
り
し
を
謂
ふ
な
り
』
と
云
ふ
。
匈
奴
傳
索
隱
に
續
漢
書
百
官

志
の
『
里
魁
は
一
里
百
家
を
掌
り
、
什
主
は
十
家
、
伍
長
は
五
家
な
り
』
と
云

ふ
を
引
き
、
又
た
過
秦
論
の
『
什
百
の
中
に
俛
起
す
』
と
云
ふ
を
引
く
。
此
れ

皆
な
其
の
明
證
な
り
。
上
に
『
行
伍
』
と
言
ふ
、
故
に
下
に
什
伯
と
言
へ
る
な

り
。
淮
南
兵
略
篇
に
所
謂
る
『
正
行
伍
連
什
伯
』
な
り
。
或
る
ひ
と
、
陳
涉
は

田
間
よ
り
起
こ
れ
ば
、
當
に
『
阡
陌
』
に
作
る
者
を
以
て
是
と
爲
す
べ
し
と
謂

へ
る
は
、
陳
涉
は
大
澤
よ
り
起
こ
り
し
は
、
乃
ち
屯
長
た
り
し
時
の
事
に
し
て
、

耕
夫
た
り
し
時
の
事
に
非
ざ
る
を
知
ら
ず
。
上
文
に
先
に
『
氓
隸
の
人
』
と
言

ひ
、
後
に
『
遷
徒
の
徒
』
と
言
ふ
。
此
の
文
の
『
行
伍
』
・
『
什
伯
』
は
皆
な
『
遷

徙
の
徒
』
を
承
け
て
之
を
言
ふ
。
下
文
の
『
適
戍
の
衆
』
も
又
た
『
行
伍
』
・
『
什

伯
』
を
承
け
て
之
を
言
ふ
。『
躡
足
行
伍
之
閒
、
免
起
什
伯
之
中
、
率
罷
散
之
卒
、

將
數
百
之
衆
』
の
四
句
は
、
一
意
に
し
て
相
ひ
承
け
、
皆
な
戊
卒
を
謂
ひ
し
な

り
。
若
し
『
阡
百
』
に
作
れ
ば
、
則
ち
上
下
の
文
と
類
せ
ざ
る
な
り
」
と
言
う

（
『
讀
書
雜
志
』
）
。
兪
樾
は
「
『
阡
陌
』
も
亦
た
當
に
史
記
に
從
ひ
て
『
什
伯
』

に
作
る
べ
し
。
十
人
を
什
と
爲
し
、
百
人
を
伯
と
爲
す
。
軍
法
を
以
て
言
は
ば
、

卽
ち
上
文
に
所
謂
る
『
行
伍
之
閒
』
な
り
」
と
言
う
（
『
諸
子
平
議
』
、
賈
子
一
）
。

王
耕
心
は
「
盧
本
及
び
漢
書
・
文
選
は
文
の
ご
と
し
。
史
記
は
竝
び
に
『
什
伯
』

に
作
る
。
愚
按
ず
る
に
、
（
中
略
）
『
阡
陌
』
に
作
る
、
皆
な
是
な
り
」
と
言
う

（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
瀧
川
龜
太
郎
は
「
（
什
伯
と
阡
陌
と
は
）
義
を
取

る
に
同
じ
か
ら
ず
。
什
伯
は
行
伍
を
以
て
言
ひ
、
阡
陌
は

畝
を
以
て
言
へ
ば
、

『
什
伯
』
の
義

長
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
會
注
考
注
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
祁

玉
章
も
ま
た
、
「
此
の
文
、
『
甕
牖
繩
樞
之
子
』
よ
り
起
こ
り
し
數
句
は
、
其
の

田
間
に
出
身
せ
し
を
言
ひ
、
『
躡
足
行
伍
之
閒
』
よ
り
以
下
數
句
は
、
其
の
起
義

し
て
秦
を
攻
む
る
を
言
ふ
。
此
く
の
ご
と
く
分
か
ち
て
兩
截
と
作
し
て
讀
み
て
、

語
意
は
至
り
て
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
『
阡
陌
』
は
當
に
『
什
伯
』
の
誤
り
と

爲
す
べ
し
。
王
懐
祖
（
念
孫
）
・
兪
蔭
甫
（
樾
）
の
說

是
な
り
」
と
言
う
（
『
賈

子
新
書
校
釋
』
）
。
今
、
「
什
伯
」
に
改
め
る
。
ま
た
『
藝
文
類
聚
』
帝
王
部
一

（
總
載
帝
王
）
所
引
の
過
秦
論
で
は
「
非
有
仲
尼
墨
翟
之
賢
～
俛
起
什
伯
之
中
」

を
缼
く
。

（
２
０
）
「
率
疲
弊
之
卒
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
率
罷
散
之
卒
』
に
作
り
、

史
記
に
同
じ
」
と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
文
選
』
・
『
藝

文
類
聚
』
・
『
太
平
御
覽
』
兵
部
三
一
（
卒
）
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
耕
心
本
は
「
率

罷
散
之
卒
」
、
兩
京
遺
編
本
は
「
率

散
之
卒
」
、『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
帥

、
、

、
、

、

罷
散
之
卒
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
四
庫
全
書
本

、
、

・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
率
疲
散
之
卒
」
に
作
る
。
顏
師
古
は
「
『
罷
』
は
、
讀

、

み
て
疲
と
曰
ふ
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
率
』
は
文

の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
惟
だ
漢
書
は
『
帥
』
に
作
る
。
『
罷
散
』
、
盧
本
は

『
疲
弊
』
に
作
る
も
、
史
・
漢
・
文
選
は
皆
な
文
の
ご
と
し
（
『
罷
散
』
）
。
愚

按
ず
る
に
、
諸
家
の
是
非
各
の
異
な
れ
り
。
今
、
參
訂
し
て
文
の
ご
と
く
す
」

と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
今
、
原
文
に
據
る
。

（
２
１
）
「
轉
而
」
、
盧
文
弨
は
「
史
記
は
『
轉
而
』
倒
な
り
」
と
言
う
。
『
史
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記
』
秦
始
皇
本
紀
は
「
而
轉
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
而

轉
攻
秦
』
に
作
る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原

文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
な
お
、
『
藝
文
類
聚
』
帝
王

部
一
（
總
載
帝
王
）
所
引
の
過
秦
論
で
は
「
斬
木
爲
兵
～

粮
而
景
從
」
を
缼

く
。

（
２
２
）
「
竿
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
干
」
に
作
る
。
朱
駿
聲
（
一
七
八
八

～
一
八
五
八
）
『
說
文
通
訓
定
聲
』
一
四
に
「
干
」
に
つ
い
て
、
「
又
た
竿
に
爲

る
。
詩
（
鄘
風
、
干
旄
）
の
『
孑
孑
干
旄
』
、
禮
記
檀
弓
（
上
）
の
『
寢
苫
枕
干
』

は
、
按
ず
る
に
猶
ほ
梃
の
ご
と
し
。
注
、
『
盾
』
に
訓
む
は
、
之
を
失
せ
り
」
と

言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』

・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙

集
』
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
皆
な
「
竿
」
に
作
る
。
今
、「
竿
」

に
改
め
る
。

（
２
３
）
「
合
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙

集
』
・
王
謨
本
・
王
耕
心
本
は
「
集
」
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
何
本
は
「
會
」

に
作
る
。
ま
た
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
、『
合
』
の
下
に
『
而
』
字
有
り
」
と
言
う
。

『
文
選
』
・
兩
京
遺
編
本
・
和
刻
本
は
「
而
」
字
有
り
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、『
集
』

は
『
合
』
に
作
り
、
漢
書
も
同
じ
。
史
記
陳
渉
世
家
は
『
會
』
に
作
る
。
文
選

は
『
集
』
下
に
『
而
』
字
有
り
。
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
文
選
は
文
の
ご
と
し
。

是
な
り
。
『
而
』
は
、
衍
文
な
れ
ば
、
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』

校
詁
一
）
。

（
２
４
）
「
響
」
、
四
部
叢
刊
本
は
「
嚮
」
に
作
り
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・

四
庫
全
書
本
も
同
じ
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
文
選
』
・
『
羣
書

治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
盧

本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
響
」
に
作
る
。
過
秦
下
に
は
「
必
無

響
應
之
助
」
と
有
れ
ば
、
今
、
改
め
る
。

（
２
５
）
「

」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳

・
『
羣
書
治
要
』
・
盧
本
・
王
耕
心
本
は
「
贏
」
に
作
り
、
『
文
選
』
は
「
嬴
」
、

程
本
・
朱
本
・
王
謨
本
は
「

」
に
作
る
。
瀧
川
龜
太
郎
は
「
『
贏
』
は
、
當

に
『
臝
』
に
作
る
べ
し
。
裹
と
同
じ
、
包
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
會
注
考
證
』
、

秦
始
皇
本
紀
）
。
「
粮
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝

項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・

朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
糧
」
に
作

る
。『
莊
子
』
胠
篋
「
贏
糧
而
趣
之
」
や
『
荀
子
』
議
兵
に
「
贏
三
日
之
糧
」
と

有
る
が
、
『
集
韻
』
に
「
糧
は
、
或
ひ
は
粮
に
作
る
」
と
有
る
の
で
、
今
、
改
め

ず
。

（
２
６
）
「
俊
」
、
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本

・
王
耕
心
本
は
「
傑
」
に
作
る
。
盧
文
弨
は
「
潭
本
、『
傑
』
は
『
俊
』
に
作
り
、

又
た
一
『
遂
』
字
有
り
」
と
言
う
。
ま
た
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家

・
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺

編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本

・
王
耕
心
本
は
下
に
「
遂
」
字
有
り
。
王
耕
心
は
「
史
・
漢
・
文
選
、
『
傑
』
は

『
俊
』
に
作
る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
王
謨
及
び
諸
本
も
同
じ
。
愚
按
ず
る

に
、『
傑
』
に
作
る
、
是
な
り
。
上
文
の
『
豪
俊
』
は
賢
材
を
謂
ふ
な
り
。
此
の

文
の
『
豪
傑
』
は
雄
傑
の
人
を
謂
ふ
な
り
。
文
は
近
似
す
と
も
、
而
も
實
は
同

じ
か
ら
ず
。
陳
渉
世
家
に
屢
ば
言
へ
る
『
三
老
豪
傑
を
召
す
』
、
『
國
の
豪
傑
を
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徴
す
』
及
び
『
貴
人
豪
傑
』
は
、
卽
ち
此
に
所
謂
る
『
豪
傑
』
な
り
。
史
・
漢

・
諸
家
皆
な
上
文
と
比
し
て
而
し
て
之
を
一
と
す
る
は
、
謬
れ
り
。
惟
だ
盧
及

び
諸
本
の
み
、
舊
文
僅
か
に
存
す
。
今
、
據
り
て
定
む
る
こ
と
文
の
ご
と
く
し
、

摹
棱
を
取
る
無
き
な
り
」
、
「
盧
本
、
『
遂
』
字
無
し
。
潭
本
は
文
の
ご
と
く
、

史
・
漢
・
文
選
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
補
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校

詁
一
）
。
今
、
「
遂
」
を
補
う
。

（
２
７
）「
並
」
、『
藝
文
類
聚
』
は
「
蜂
」
、
程
本
・
盧
本
・
王
耕
心
本
は
「
竝
」

に
作
る
。

（
２
８
）
「
矣
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「

」
に
作

る
。

【
福
沒
】
吉
田
賢
抗
は
「
始
皇
崩
ず
と
い
わ
な
い
で
、
『
没
』
を
用
い
た
と
こ
ろ

に
、
過
秦
の
意
が
あ
る
」
と
言
う
（
『
史
記
一
（
本
紀
）
』
）
。
確
か
に
『
禮
記
』

曲
禮
下
に
は
「
天
子
の
死
を
崩
と
曰
ふ
」
と
言
う
が
、
『
論
語
』
子
罕
に
は
「
文

王
既
に
沒
し
た
れ
ど
も
、
文
は
茲
に
在
ら
ず
や
」
、『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
も
「
堯

・
舜
既
に
沒
し
て
、
聖
人
の
道
は
衰
ふ
」
と
い
う
よ
う
な
例
が
有
り
、
「
沒
」
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
貶
意
が
有
る
や
否
や
は
判
じ
難
い
。
確
か
に
、
『
賈
誼

新
書
』
で
は
、
耳
痺
に
は
「
闔
閭
沒
し
て
而
し
て
夫
差
即
位
す
」
と
有
る
の
に

對
し
、
大
政
上
に
は
「
故
に
堯
・
舜
・
禹
・
湯
の
天
下
を
治
む
る
や
、
所
謂
る

明
君
な
り
。
士
民
は
之
を
樂
し
み
、
皆
な
即
位
百
年
し
て
、
然
る
後
に
崩
じ
、

士
民
は
猶
ほ
以
て
大
數
と
爲
す
な
り
」
、
禮
容
語
に
も
「
故
に
周
の
平
王
既
に
崩

じ
て
以
後
、
周
室
は
稍
稍
衰
弱
す
る
も
墜
ち
ず
」
と
有
り
、
天
子
の
死
に
は

「
崩
」
、
諸
侯
に
は
「
沒
」
と
の
使
い
分
け
が
あ
る
か
に
見
え
る
が
、
「
始
皇
」

を
「
秦
王
」
と
す
る
こ
と
と
共
に
慎
重
な
檢
討
を
要
す
る
。

【
餘
威
震
於
殊
俗
】
瀧
川
龜
太
郎
は
「
西
方
の
諸
國
、
禹
域
を
稱
し
て
支
那
と

曰
ひ
、
又
た
震
旦
・
眞
丹
に
作
る
は
、
皆
な
秦
字
の
引
音
な
れ
ば
、
亦
た
以
て

秦
の
威

殊
俗
に
振
る
ふ
を
見
る
べ
き
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
會
注
考
證
』
、

秦
始
皇
本
紀
）
。
「
殊
俗
」
は
、
風
俗
を
異
に
す
る
地
域
。
先
祖
代
々
の
威
勢
が

風
俗
を
異
に
す
る
樣
々
な
地
域
に
も
鳴
り
響
き
、
動
か
す
こ
と
。

【
陳
渉
】『
史
記
』
陳
渉
世
家
に
「
陳
勝
と
は
、
陽
城
の
人
な
り
、
字
は
涉
な
り
」

と
有
る
。
人
に
雇
わ
れ
て
農
耕
に
從
事
し
て
い
た
と
言
う
か
ら
、
貧
し
い
出
身

で
あ
っ
た
。
紀
元
前
二
〇
九
年
に
蜂
起
し
、
一
時
は
張
楚
を
國
號
と
し
て
王
位

に
卽
く
も
、
部
下
莊
賈
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
『
賈
誼
新
書
』
屬
遠
に
は
「
秦

に
及
び
て
は
而
ち
然
ら
ず
、
秦
は
尺
寸
の
地
も
分
か
つ
能
は
ず
、
盡
く
自
ら
之

を
有
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
輸
將
は
海
上
よ
り
し
て
而
し
て
來
た
り
、
一
錢
の

賦
の
み
な
る
に
、
十
錢
の
費
あ
れ
ば
、
輕
し
く
は
致
す
能
は
ざ
る
な
り
。
上
の

得
る
所
の
者
甚
だ
少
な
く
、
而
も
民
の
毒
苦
す
る
こ
と
甚
だ
深
し
、
故
に
陳
勝

一
た
び
動
け
ば
、
而
ち
天
下
振
る
は
ず
」
と
も
有
る
。
ま
た
、
『
淮
南
子
』
兵
略

に
は
「
戍
卒
陳
勝
、
大
澤
に
興
り
、
攘
臂
袒
右
し
て
、
稱
し
て
大
楚
と
爲
せ
ば
、

而
ち
天
下
回
應
す
。
此
の
時
に
當
た
り
て
、
牢
甲
利
兵
、
勁
弩
強
沖
有
る
に
非

ざ
る
な
り
、
棘
棗
を
伐
り
て
而
し
て

矜

と
爲
し
、
錐
や
鑿
を
周
れ
て
而
し
て

き

ほ
こ
の
え

い

刃
と
爲
し
、
剡
り
て
筡
を
摲
ら
し
、
儋
ひ
し
钁
を
奮
ひ
て
、
以
て
修
戟
強
弩
に

け
ず

た
け

と
が

に
な

す
き

當
た
り
て
、
城
を
攻
め
地
を
掠
せ
ば
、
降
下
せ
ざ
る
は
莫
く
、
天
下
は
之
が
爲

に
麋
沸
螘
動
な
れ
ば
、
雲
の
ご
と
く
徹
し
て
席
捲
し
、
方
は
數
千
里
な
り
。
勢

位
は
至
賤
に
し
て
、
而
し
て
器
械
は
甚
だ
利
あ
ら
ざ
る
に
、
然
れ
ど
も
一
人

唱

へ
て
而
し
て
天
下

之
に
應
ぜ
し
は
、
積
怨

民
に
在
れ
ば
な
り
」
と
有
る
。

【
甕
牖
】
孔
頴
達
は
「
甕
牖
と
は
、
牖
牎
の
圓
き
こ
と
甕
の
口
の
ご
と
き
を
謂

『賈誼新書』譯註稿（三）過秦上（3）（工藤）
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ふ
な
り
。
又
た
敗
れ
し
甕
口
を
以
て
牖
と
爲
す
と
云
ふ
」
と
言
う
（
『
禮
記
正
義
』

儒
行
）
。
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。
孟
康
は
「
瓦
甕
を
窻
（
窗
）
と
爲
す
」
と
言
い

（
『
史
記
集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
所
引
・
『
漢
書
』
注
所
引
）
、
山
口
察
常
も
「
甕

の
口
を
窗
と
な
す
こ
と
」
と
言
う
（
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）。

【
繩
樞
】
服
虔
は
「
繩
を
以
て
戸
の
樞
を
係
ぐ
」
と
言
う
（
『
史
記
集
解
』
、
秦

始
皇
本
紀
所
引
・
『
漢
書
』
注
所
引
）
。
韋
昭
は
「
『
繩
樞
』
は
、
繩
を
以
て
戸

を
頑
ぎ
て
樞
と
爲
す
な
り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
山
口
察
常
は
「
繩
を
戸

の
く
る
る
に
か
け
て
あ
け
た
て
す
る
こ
と
」
と
言
う
（
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
。

く
る
る
は
、
蝶
番
を
用
い
な
い
開
き
戸
の
軸
の
部
分
。
從
っ
て
「
甕
牖
繩
樞
」

は
、
「
其
の
貧
し
き
を
極
言
せ
し
」
（
『
賈
子
新
書
校
釋
』
）
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
氓
隷
】
如
淳
は
「
『
甿
』
は
、
古
の
『
氓
』
字
な
り
。
『
氓
』
は
、
民
な
り
」

（
『
史
記
集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
所
引
）
、
あ
る
い
は
「
『
甿
』
は
、
古
の
『
萌
』

字
な
り
。『
甿
』
は
、
民
な
り
」（
『
漢
書
』
注
所
引
）
、「
『
甿
』
は
、
古
の
『

』

字
、

は
人
な
り
」
（
『
文
選
』
注
所
引
）
と
言
う
。
徐
廣
は
「
田
民
を
甿
と
曰

ふ
。
音
は
亡
更
の
反
な
り
」
と
言
う
が
（
『
史
記
集
解
』
、
陳
渉
世
家
所
引
）
、

中
井
積
德
は
「
『
甿
』
と
は
、
田
無
き
の
民
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
史
記
雕

題
』
）
。
「
隷
」
に
つ
い
て
は
、
顏
師
古
が
「
隸
は
、
賤
な
り
」
と
言
う
よ
う
に

（
『
漢
書
』
武
五
子
傳
注
）
、
賤
役
に
從
事
す
る
者
を
指
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
氓
隷
」
と
は
「
下
賤
な
る
も
の
」
（
山
口
察
常
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。

【
遷
徙
之
徒
】
山
口
察
常
は
「
罪
あ
っ
て
流
さ
れ
た
も
の
」
と
言
う
（
『
國
譯
賈

誼
新
書
』
）
。
謫
せ
ら
れ
た
者
。
し
か
し
、
中
井
積
德
は
「
陳
渉
は
戍
の
行
く
の

人
に
し
て
、
戍
畢
は
ら
ば
當
に
還
る
べ
し
。
曾
て
遷
徙
の
事
無
し
」
と
言
う
（
『
史

記
雕
題
』
）。

【
中
人
】
普
通
の
人
。
「
中
庸
」
に
つ
い
て
、
李
善
は
「
『
方
言
』
に
、
『
庸
は

賤
稱
な
り
』
と
曰
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
中
等
の
庸
人
に
も
及
ば
ず
、
と
な
り
」

と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
『
淮
南
子
』
繆
稱
に
「
言
に
常
是
無
く
、
行
に
常
宜

無
き
者
は
、
小
人
な
り
。
一
事
に
察
し
く
、
一
伎
に
通
ず
る
者
は
、
中
人
な
り
。

兼
ね
て
覆
蓋
し
て
而
し
て
並
び
に
之
有
り
、
伎
能
を
度
り
て
而
し
て
裁
し
て
之

を
使
ふ
者
は
、
聖
人
な
り
」
と
有
り
、
「
聖
人-

中
人-

小
人
」
の
別
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、『
呂
氏
春
秋
』
贊
能
に
「
賢
者
は
人
に
善
く
す
る
に
人
を
以
て
し
、

中
人
は
事
を
以
て
し
、
不
肖
者
は
財
を
以
て
す
」
と
有
り
、
「
賢
者-

中
人-

不
肖

者
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
仲
尼
】
孔
丘
（
前
五
五
二
～
前
四
七
九
）
、
字
は
仲
尼
、
魯
の
人
、
春
秋
時
代

の
思
想
家
・
政
治
家
・
教
育
家
。

【
墨
翟
】
文
穎
は
「
墨
翟
は
、
宋
の
人
、
墨
家
を
爲
す
者
な
り
」
と
言
う
（
『
漢

書
』
注
所
引
）
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
傳
に
「
蓋
し
墨

翟
は
、
宋
の
大
夫
な
ら
ん
。
善
く
守
御
し
て
、
節
用
を
爲
す
。
或
ひ
は
孔
子
の

時
に
并
ぶ
と
曰
ひ
、
或
ひ
は
其
の
後
に
在
り
と
曰
ふ
」
と
有
る
の
み
で
、
前
漢

初
期
に
は
既
に
曖
昧
な
記
憶
と
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
何
孟
春
は
「
晁

氏
客
語
に
、
或
る
ひ
と
賈
誼
を
問
ふ
。
程
子
曰
く
、
『
誼
の
言
に
曰
く
、
「
孔
子

･

墨
翟
の
賢
有
る
に
非
ず
」
と
。
孔
と
墨
と
一
に
之
を
言
へ
る
は
、
其
の
識
未
だ

し
な
り
。
其
れ
亦
た
善
く
學
ば
ざ
れ
ば
な
り
』
と
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新

書
』
）
。
こ
の
程
子
の
語
は
、
今
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
（
伊
川
先
生
語

十
一
）
に
見
え
、
「
未
」
は
「
末
」
に
作
る
（
『
二
程
集
』
）
。
『
賈
誼
新
書
』
過

秦
下
に
「
陳
涉
は
湯
武
の
賢
を
用
い
ず
、
公
侯
の
尊
を
藉
り
ず
」
と
有
る
。

か

【
陶
朱
】
顏
師
古
は
「
越
の
人
范
蠡
、
越
を
逃
れ
て
、
陶
に
止
ま
り
、
自
ら
陶
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朱
公
と
謂
ふ
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
裴
駰
は
「
太
史
公
素
王
妙
論
に
『
蠡

は
本
と
南
陽
の
人
な
り
』
と
曰
ふ
も
、
列
仙
傳
に
『
蠡
は
、
徐
の
人
な
り
』
と

云
ふ
」
と
言
い
（
『
史
記
集
解
』
、
越
王
句
踐
世
家
）
、
司
馬
貞
は
「
呉
越
春
秋

に
『
蠡
、
字
は
少
伯
、
乃
ち
楚
の
宛
の
三
戸
の
人
な
り
』
と
云
ふ
。
越
絶
に
『
越

に
在
り
て
は
范
蠡
と
爲
し
、
齊
に
在
り
て
は
鴟
夷
子
皮
と
爲
し
、
陶
に
在
り
て

は
朱
公
と
爲
す
』
と
云
ふ
。
（
後
略
）
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
越
王
句
踐
世

家
）
。
『
史
記
』
越
王
句
踐
世
家
に
「
范
蠡
、
海
に
浮
ひ
て
齊
に
出
て
、
姓
名
を

變
へ
、
自
ら
鴟
夷
子
皮
と
謂
ひ
、
海
畔
に
耕
し
、
身
を
苦
し
め
力
を
戮
は
せ
て
、

父
子
と
も
に
產
を
治
む
。
居
る
こ
と
幾
何
無
く
し
て
、
產
を
致
す
こ
と
數
十
萬
。

齊
人
は
其
の
賢
な
る
を
聞
き
て
、
以
て
相
と
爲
す
。
范
蠡

喟
然
と
し
て
嘆
じ
て

き

ぜ

ん

曰
く
、
『
家
に
居
れ
ば
則
ち
千
金
を
致
し
、
官
に
居
れ
ば
則
ち
卿
相
に
至
る
は
、

此
れ
布
衣
の
極
み
な
り
。
久
し
く
尊
名
を
受
く
る
は
、
不
祥
な
ら
ん
』
と
。
乃

ち
相
印
を
歸
し
て
、
盡
く
其
の
財
を
散
じ
て
、
以
て
知
友
鄉
黨
に
分
け
與
へ
て
、

而
し
て
其
の
重
寶
を
懷
き
て
、
閒
行
し
て
以
て
去
り
、
陶
に
止
ま
り
て
、
以
爲

へ
ら
く
此
れ
天
下
の
中
に
し
て
、
有
無
を
交
易
す
る
の
路
通
ず
れ
ば
、
生
を
爲

さ
ば
以
て
富
を
致
す
べ
け
ん
、
と
。
是
に
於
い
て
自
ら
陶
の
朱
公
と
謂
ふ
。
復

た
約
要
し
て
父
子
と
も
に
耕
畜
し
、
居
を
廢
し
、
時
を
候
ひ
て
物
を
轉
じ
、
什

う
か
が

一
の
利
を
逐
ふ
。
居
る
こ
と

何

も
無
く
し
て
、
則
ち
貲
を
致
す
こ
と
巨
萬
を
累

い
く
ば
く

か
さ

ぬ
。
天
下
、
陶
の
朱
公
を
稱
ふ
」
と
有
り
、
貨
殖
列
傳
に
も
關
連
記
事
が
有
る
。

た
た

故
に
李
善
は
「
史
記
に
曰
く
、
『
范
蠡
は
陶
に
之
き
て
朱
公
と
爲
り
、
以
爲
へ
ら

ゆ

く
陶
は
天
下
の
中
、
皆
な
諸
侯
四
通
し
、
貨
物
の
交
易
す
る
所
な
り
、
と
。
乃

ち
産
を
治
め
て
、
積
む
こ
と
十
九
年
の
間
に
三
た
び
千
金
を
致
す
』
と
」
と
言

う
（
『
文
選
』
注
）
。
ま
た
、
『
列
仙
傳
』
に
も
「
范
蠡
は
、
字
は
少
伯
、
徐
の

人
な
り
。
周
の
師
太
公
望
に
事
へ
て
、
桂
を
服
し
水
を
飲
む
を
好
む
。
越
の
大

夫
と
爲
り
、
勾
踐
を
佐
け
て
呉
を
破
る
。
後
に
舟
に
乘
り
て
海
に
入
り
、
名
姓

を
變
へ
て
、
齊
に
適
き
、
鴟
夷
子
と
爲
る
。
更
に
後
百
餘
年
、
陶
に
見
れ
て
、

陶
の
朱
君
と
爲
り
、
財
は
億
萬
を
累
ね
、
陶
の
朱
公
と
號
せ
り
。
後
に
之
を
棄

て
て
、
蘭
陵
に
て
藥
を
賣
れ
り
。
後
人
世
世
之
を
識
見
す
」
と
言
う
。
『
賈
誼
新

書
』
に
は
「
梁
王
曰
く
、
『
陶
朱
の
叟
、
布
衣
を
以
て
し
て
而
し
て
富
は
國
に
侔ひ

と

し
、
是
れ
必
ず
奇
智
有
ら
ん
』
と
」
（
連
語
）
、
「
事
濟
り
功
成
れ
ば
、
范
蠡

室

を
負
ひ
て
而
し
て
五
湖
に
歸
る
」
（
耳
痺
）
と
有
る
。
『
韓
非
子
』
解
老
に
「
夫

れ
道
理
を
棄
て
て
而
し
て
舉
動
を
忘
る
る
者
は
、
上
に
天
子
諸
侯
の
勢
の
尊
き

こ
と
有
り
て
、
而
し
て
下
に
猗
頓
・
陶
朱
・
卜
祝
の
富
有
り
と
雖
も
、
猶
ほ
其

の
民
人
を
失
ひ
て
而
し
て
其
の
財
資
を
亡
ふ
な
り
」
と
有
り
、
陶
朱
公
と
猗
頓

を
並
べ
る
例
が
有
る
。
ま
た
、
武
帝
期
の
徐
樂
の
言
に
も
「
陳
渉
（
中
略
）
孔

・
墨
・
曾
子
の
賢
、
陶
朱
・
猗
頓
の
富
有
る
に
非
ず
」
と
有
る
（
『
史
記
』
平
津

侯
主
父
列
傳
）
。

【

頓
】
顏
師
古
は
「
猗
頓
は
、
本
と
魯
の
人
に
し
て
、
大
い
に
牛
羊
を
猗
氏

の
南
に
畜
ひ
て
、
貲
は
王
公
に
擬
へ
、
名
を
天
下
に
馳
す
」
と
言
う
（
『
漢
書
』

注
）
。
『
孔
叢
子
』
陳
士
義
に
は
「
猗
頓
は
、
魯
の
窮
士
な
り
、
耕
し
て
は
則
ち

常
に
飢
え
、
桑
う
え
て
は
則
ち
長
く
寒
ゆ
。
陶
の
朱
公
富
め
る
を
聞
き
て
、
往

き
て
而
し
て
術
を
問
ふ
。
朱
公

之
に
告
げ
て
曰
く
、
『
子
速
か
に
富
ま
ん
と
欲

す
れ
ば
、
當
に
五
牸
を
畜
ふ
べ
し
』
と
。
是
に
於
い
て
、
乃
ち
西
河
に
適
き
て
、

大
い
に
牛
羊
を
猗
氏
の
南
に
畜
ふ
。
十
年
の
間
、
其
の
滋
息
す
る
こ
と
計
ふ
べ

か
ら
ざ
れ
ば
、
貲
は
王
公
に
擬
ひ
、
名
を
天
下
に
馳
せ
て
、
以
て
富
を
猗
氏
に

興
せ
り
」
と
有
り
、
裴
駰
（
『
史
記
集
解
』
、
貨
殖
列
傳
・
李
善
（
『
文
選
』
注
）

も
引
く
。
し
か
し
、
『
史
記
』
貨
殖
列
傳
に
は
「
猗
頓
は
盬
鹽
を
用
て
起
こ
る
」

『賈誼新書』譯註稿（三）過秦上（3）（工藤）
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と
言
い
、
鹽
業
に
よ
っ
て
興
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
『
淮
南
子
』
氾
論
に
は
「
故

に
劍
工

劍
の
莫
邪
の
似
き
者
に
惑
ふ
も
、
唯
だ
歐
冶
の
み
能
く
其
の
種
に
名
づ

ご
と

く
。
玉
工

玉
の
碧
盧
の
似
き
者
に
眩
ふ
も
、
唯
だ
猗
頓
の
み
其
の
情
を
失
は
ず
」

ま
ど

と
有
る
に
よ
れ
ば
、
玉
業
と
も
關
連
が
あ
っ
た
か
。
先
述
の
『
韓
非
子
』
解
老

や
『
史
記
』
平
津
侯
主
父
列
傳
の
他
、
『
鹽
鐵
論
』
力
行
・
復
古
や
『
法
言
』
學

行
に
も
「
猗
頓
之
富
」
と
有
る
。

【
躡
足
】
如
淳
は
「
『
躡
』
は
、
音
は
疊
な
り
」
と
言
い
、
李
善
も
こ
れ
を
引
く

（
『
文
選
』
注
）
。
顏
師
古
は
「
『
躡
』
は
、
音
は
女
渉
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢

書
』
注
）
。
『
說
文
解
字
』
に
「
躡
は
、
蹈
な
り
」
と
有
る
。
踏
む
。
吉
田
賢
抗

は
「
驅
け
ま
わ
る
」
と
す
る
（
『
史
記
一
（
本
紀
）
』
）。

【
行
伍
】
吉
田
賢
抗
は
「
兵
列
。
二
十
五
人
を
行
と
い
い
、
五
人
を
伍
と
い
う
」

（
『
史
記
一
（
本
紀
）
』
）
、
呉
雲
・
李
春
台
は
「
戍
兵
の
隊
伍
」（
『
賈
誼
集
校
注
』
）
、

饒
東
原
は
「
士
卒
の
行
列
」
（
『
新
譯
新
書
讀
本
』
）
、
李
爾
鋼
は
「
軍
隊
」
（
『
新

書
全
譯
』
）
と
す
る
。

【
俛
起
什
伯
之
中
】「
倔
起
什
伯
之
中
」
（
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
）
に
つ
い
て
、

『
漢
書
音
義
』
に
「
首
、
十
長
百
長
の
中
よ
り
出
づ
」
と
有
る
。
ま
た
「
倔
起

仟
佰
之
中
」
（
『
史
記
』
陳
渉
世
家
）
に
つ
い
て
、
司
馬
貞
は
「
『
仟
佰
』
は
千

人
百
人
の
長
を
謂
ふ
な
り
、
音
は
千
百
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
陳
渉

世
家
）
。
上
文
に
「
躡
足
行
伍
之
間
」
と
あ
る
の
で
、
「
什
伯
」
「
仟
佰
」
は
い

ず
れ
も
軍
中
の
小
隊
長
を
意
味
す
る
と
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
。『
史
記
』
陳
渉
世

家
に
陳
渉
も
呉
廣
も
「
屯
長
」
で
あ
っ
た
と
有
る
。
「
俛
起
」
に
つ
い
て
、
小
尾

郊
一
が
「
伏
し
た
り
起
き
た
り
す
る
こ
と
。
轉
じ
て
生
活
の
こ
と
も
い
う
」
と

す
る
（
『
文
選
（
文
章
編
）
六
）
の
は
陳
渉
世
家
に
「
俛
仰
」
と
有
り
、
如
淳
が

「
時
に
皆
な
辟
屈
し
て
十
百
の
中
に
在
り
」
と
言
う
（
『
史
記
集
解
』
）
の
に
依

る
の
だ
ろ
う
が
、
後
文
を
考
え
る
と
「
起
」
に
は
身
を
起
こ
す
、
擡
頭
の
意
が

有
る
と
見
た
方
が
よ
い
。
故
に
『
史
記
』
は
「
倔
起
」
に
作
り
、
小
隊
長
の
中

か
ら
擡
頭
す
る
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
顏
師
古
は
如
說
を
引
い
た
上
で
、

「
『
免
』
と
は
、
徭
役
を
免
れ
脫
す
る
を
言
ふ
な
り
。『
免
』
字
は
或
ひ
は
『
俛
』

に
作
り
、
讀
み
て
俯
と
同
じ
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
何
孟
春
は
「
俛
」
に

つ
い
て
「
音
は
免
な
り
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。
『
漢
書
』
の
樣
に

「
免
起
」
に
作
れ
ば
、
徭
役
を
逃
れ
て
小
隊
長
の
中
か
ら
身
を
起
こ
す
意
と
な

ろ
う
か
。

【
疲
弊
】
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、
傷
ん
で
い
る
こ
と
。
中
井
積
德
は
「
疲
卒

數
百
木
兵
竿
旗
は
是
れ
陳
渉
初
め
て
起
ち
し
と
き
の
事
の
み
。
既
に
陳
に
至
れ

た

る
と
き
に
は
則
ち
車
は
七
百
乘
・
卒
は
數
萬
に
し
て
、
而
し
て
其
れ
王
と
爲
る
。

之
を
沈
む
る
者
、
豈
に
之
の
ご
と
き
の
陋
な
る
か
な
。
且
つ
渉
は
陳
に
王
た
る

も
、
未
だ
遽
か
に
秦
を
攻
め
ざ
る
な
り
、
乃
ち
師
を
遣
り
て
西
の
か
た
伐
た
し

に
は

む
る
の
み
。
是
に
於
い
て
、
車
は
千
乘
、
卒
は
數
十
萬
な
り
。
賈
生
の
言
、
皆

な
事
實
を
失
へ
り
」
と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）。

【
掲
】
顏
師
古
は
「
『
掲
』
は
音
は
竭
、
之
を
豎
て
る
を
謂
ふ
な
り
。
今
の
之
を

た

讀
む
者
、
負
掲
の
掲
と
爲
せ
る
は
、
非
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
李
善

は
「
（
張
揖
）
『
埤
蒼
』
に
『
「
掲
」
は
、
高
く
舉
ぐ
な
り
』
と
曰
ふ
。
巨
列
の

切
な
り
。
莊
子
（
庚
桑
楚
）
に
『
竿
を
掲
げ
て
諸
海
を
求
む
』
と
曰
ふ
」
と
言

う
（
『
文
選
』
注
）
。

【

】
顏
師
古
は
「
『
贏
』
は
、
擔
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
李
善
は
「
莊

子
（
胠
篋
）
に
曰
く
、
『
今
、
民
を
し
て
「
某
所
に
賢
者
有
り
」
と
曰
は
し
む
れ

ば
、
糧
を
贏
ひ
て
而
し
て
之
に
趣
く
』
と
。
方
言
に
曰
く
、
『
贏
は
、
擔
な
り
』

と
。
音
は
盈
な
り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。『
荀
子
』
議
兵
「
贏
三
日
之
糧
」
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注
に
「
贏
は
、
負
擔
な
り
」
と
言
う
。
背
負
う
の
意
。
た
だ
し
、
過
秦
下
に
は

「
屋
を
望
み
て
而
し
て
食
す
」
と
有
り
、
陳
渉
の
軍
が
食
糧
は
略
奪
に
頼
っ
て

い
た
と
す
る
。

【
景
從
】
顏
師
古
は
「
『
景
從
』
は
、
影
の
形
に
隨
ふ
が
ご
と
き
を
言
ふ
な
り
」

と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
影
の
樣
に
つ
き
從
う
こ
と
。

【
山
東
】
清
の
顧
炎
武
（
一
六
一
三
～
一
六
八
二
）
『
日
知
錄
』
卷
三
一
「
山
東

河
内
」
に
「
古
の
所
謂
る
『
山
東
』
と
は
、
華
山
以
東
な
り
。（
中
略
）
蓋
し
函

谷
關
よ
り
以
東
、
總
じ
て
之
を
山
東
と
謂
ひ
て
、
而
し
て
今
の
但
だ
齊
・
魯
の

み
を
以
て
山
東
と
爲
す
が
ご
と
き
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
い
、『
史
記
會
注
考
證
』

秦
始
皇
本
紀
も
こ
れ
を
引
く
。

1
-
8

且
夫
天
下
非
小
弱
也
、
雍
州
之
地
、
崤
函
之
固
、
自
若
也
。
陳
涉
之
位
、

（
１
）

（
２
）
（
３
）

（
４
）

非

尊
於
齊
・
楚
・
燕
・
趙
・

・
魏
・
宋
・
衞
・
中
山
之
君
也
。

鉏

耰

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）
（
１
１
）

・
棘
矜
、
非

銛

於
（
鈎
）〔

句

〕
戟
・
長

鎩

也

。

適

戍
之
衆
、
非

亢

〔
１
２
〕
（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）
（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

九

國

之
師

也

。
深
謀
遠
慮
・
行
軍
用
兵
之
道
、
非
及
郷
時
之
士
也
。
然
而

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

成
敗
異
變
、
功
業
相
反
、
何
也
。

（
２
３
）

且
つ
夫
の
天
下
は
小
弱
に
非
ざ
る
な
り
、
雍
州
の
地
、
崤
函
の
固
め
は
、
自

か

若
た
り
。
陳
涉
の
位
は
、
齊
・
楚
・
燕
・
趙
・
韓
・
魏
・
宋
・
衞
・
中
山
の

君
よ
り
尊
き
に
非
ざ
る
な
り
。
鉏
耰
・
棘
矜
は
、
鈎
戟
・
長
鎩
よ
り
銛
き

し
ょ
い
う

き
ょ
く
き
ん

こ

う

げ
き

ち
ょ
う
さ
い

す
る
ど

に
非
ざ
る
な
り
。
適
戍
の
衆
は
、
九
國
の
師
に
亢
た
る
に
非
ざ
る
な
り
。
深

た
く
じ
ゅ

あ

く
謀
り
遠
く
慮
り
、
軍
を
行
り
兵
を
用
い
る
の
道
は
、
郷
時
の
士
に
及
ぶ

や

き
ょ
う

じ

に
非
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し
て
成
敗
は
變
を
異
に
し
、
功
業
は
相
ひ
反
す
る

は
、
何
ぞ
や
。

【
口
語
譯
】

な
お
か
つ
、
そ
の
時
の
秦
の
天
下
は
既
に
小
さ
く
弱
い
も
の
で
は
な
く
、
雍

州
の
地
、
崤
函
の
守
り
は
、
往
時
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
陳
涉

の
位
は
、
齊
・
楚
・
燕
・
趙
・
韓
・
魏
・
宋
・
衞
・
中
山
の
君
主
た
ち
よ
り

尊
い
と
い
う
譯
で
は
無
か
っ
た
。
ま
た
、
陳
渉
の
軍
が
手
に
し
て
い
た
鋤
や

戟
の
柄
は
、
連
合
軍
が
持
っ
て
い
た
鉤
戟
・
長
鎩
よ
り
鋭
い
も
の
で
は
無
か

っ
た
。
陳
渉
が
率
い
た
謫
戍
の
衆
も
、
九
國
の
軍
隊
に
對
抗
で
き
る
も
の
で

は
無
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
深
く
謀
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
先
の
こ
と
ま
で
見
越

し
、
軍
を
動
か
し
兵
を
用
い
る
方
法
は
、
往
時
の
諸
士
に
及
ぶ
も
の
で
は
無

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
敗
は
異
な
り
、
そ
の
功
業
は
互
い
に
反

す
る
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
何
故
か
。

（
１
）
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
夫
」
字
無
し
。
王
耕

心
は
「
史
記
陳
渉
世
家
・
漢
書
に
は
『
夫
』
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、

史
記
秦
始
皇
本
紀
・
文
選
も
同
じ
。
愚
按
ず
る
に
、
『
夫
』
字
無
き
は
文
義
備
は

ら
ず
、
非
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
『
經

典
釋
詞
』
一
〇
に
「
夫
は
、
指
事
の
辭
な
り
」
と
有
る
。

（
２
）
「
崤
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・

『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
耕
心
本
は
「
殽
」
に
作
る
。

（
３
）
「
函
」
、
四
部
叢
刊
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
は
「
凾
」
、
王

耕
心
本
は
「
圅
」
に
作
る
。

（
４
）「
也
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
無
し
。

『賈誼新書』譯註稿（三）過秦上（3）（工藤）
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（
５
）
「
非
尊
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
不
齒
」
、
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本

・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
不
尊
」
に
作
る
。
顏
師
古
は
「
『
齒
』（
『
漢
書
』
）
は
、

齊
列
す
る
こ
と
齒
の
ご
と
き
を
謂
ふ
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
つ
ま
り
、
「
不

齒
」
は
竝
ぶ
こ
と
が
な
い
、
等
し
く
な
い
の
意
。
王
耕
心
は
「
漢
書
は
『
不
齒
』

に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍

る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
６
）
「
燕
」
、
何
本
は
「
萬
」
に
訛
る
。

（
７
）
「

」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・

『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・

四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
韓
」
に
作
り
、
『
藝

文
類
聚
』
は
無
し
。

（
８
）
「
衞
」
、
『
文
選
』
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四

庫
全
書
本
・
王
謨
本
は
「
衛
」
に
作
る
。

（
９
）
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
也
」
字
無
し
。
王

耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
漢
書
は
『
也
』
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、

陳
渉
世
家
・
文
選
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次

詁
』
校
詁
一
）
。
な
お
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
齊
楚
韓
魏
」
の
四
國
を
舉
げ
る
の

み
。

（
１
０
）
「
鉏
」
、
『
文
選
』
・
『
藝
文
類
聚
』
は
「
鋤
」
に
作
る
。
『
集
韻
』
に
は

「
鉏
は
、
（
中
略
）
或
ひ
は
鋤
に
作
る
」
と
有
る
。
王
耕
心
は
「
盧
本
は
文
の
ご

と
く
、
諸
家
も
多
く
同
じ
。
惟
だ
文
選
の
み
、
『
鉏
』
は
『
鋤
』
に
作
る
。
（
中

略
）
愚
按
ず
る
に
、
說
文
に
て
は
『
鉏
』
を
正
文
と
爲
せ
ば
、
是
な
り
。（
中
略
）

今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）。

（
１
１
）
「
耰
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
は
「
櫌
」
に
作
る
。
『
說
文
解
字
』
に

「
櫌
は
、
田
を
摩
ら
す
の
器
な
り
」
と
有
り
、
中
井
積
德
は
「
『
櫌
』
・
『
耰
』
、

な

同
じ
く
田
を
摩
ら
す
の
器
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）
。
王
耕
心
は
「
盧

本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
多
く
同
じ
。
（
中
略
）
史
記
秦
始
皇
本
紀
、
『
耰
』

は
『
櫌
』
に
作
る
。
愚
按
ず
る
に
、
（
中
略
）
『
耰
』
は
經
子
諸
家
皆
な
『
耰
』

に
作
る
。
亦
た
當
に
耒
に
从
ふ
を
㠯
て
正
と
爲
す
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言

う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
１
２
）
「
非
銛
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
王
耕
心
本
は
「
非

錟
」
、
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
不
銛
」
、
『
漢

書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
盧
本
は
「
不
敵
」
に
作
る
。
何
孟
春
は
「
一
に
『
錟
』
に

作
る
」
と
言
い
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
、『
不
敵
』
は
『
非

銛
』
に
作
り
、
『
銛
』
、
始
皇
本
紀
は
『
錟
』
に
作
る
。
『
錟
』
と
『
銛
』
と
は

同
じ
」
と
言
う
。
徐
廣
は
「
『
錟
』
は
、
一
に
『
銛
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
史

記
集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
所
引
）
。
李
善
は
「
銛
」
に
つ
い
て
、
音
は
「
息

」

の
反
だ
、
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
王
耕
心
は
「
盧
本
は
『
不
敵
』
に
作
り
、

漢
書
も
同
じ
。
潭
本
は
『
非
銛
』
に
作
り
、
史
記
陳
渉
世
家
・
文
選
も
同
じ
。

惟
だ
秦
始
皇
本
紀
の
み
文
の
ご
と
し
（
『
非
錟
』
）
。
愚
按
ず
る
に
、
『
不
敵
』
は

殊
に
謬
れ
り
。
『
錟
』
・
『
銛
』
は
皆
な
說
文
の
正
字
な
れ
ば
、
是
な
り
。
今
、

改
正
し
て
文
の
ご
と
く
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
上
文
に
「
非

尊
」
、
下
文
に
「
非
抗
」
・
「
非
及
」
と
あ
れ
ば
、
こ
こ
も
「
非
銛
」
も
し
く
は

「
非
錟
」
が
適
當
で
あ
ろ
う
。
『
集
韻
』
に
「
銛
は
、
或
ひ
は
錟
に
作
る
」
と
有

る
が
、
今
、
「
弔
屈
原
文
」
に
「
鉛
刀
爲
銛
」
と
有
る
の
で
、
原
文
の
ま
ま
と
す

る
。
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（
１
３
）
「
於
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
無
く
、
何
本
は
「

」
に
作
る
。

（
１
４
）
「
句
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
鈎
」
に
作
り
、
兩
京
遺
編
本
・
四
庫

全
書
本
・
和
刻
本
も
同
じ
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
王
耕
心
本
は

「
句
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・

『
賈
長
沙
集
』
・
盧
本
・
王
謨
本
は
「
鉤
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、『
句
』

は
『
鉤
』
に
作
り
、
漢
書
・
文
選
も
同
じ
。
史
記
は
文
の
ご
と
し
。
愚
按
ず
る

に
、
說
文
に
『
句
は
、
曲
な
り
』
と
あ
り
。
『
句
戟
長
鎩
』
は
、
對
待
の
文
な
れ

ば
、
『
句
』
に
作
る
、
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁

一
）
。

（
１
５
）「
鎩
」
、『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
鍛
」
に
訛
る
。
な
お
、『
羣
書
治
要
』

は
「
句
戟
長
鎩
」
を
「
長
鎩
矛
戟
」
に
作
る
。

（
１
６
）『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
也
」

字
無
し
。

（
１
７
）
「
適
」
、
『
文
選
』
は
「
讁
」
、
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本

・
朱
本
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
謫
」
に

作
る
。
王
耕
心
は
「
史
・
漢
、
『
謫
』
は
『
適
』
に
作
り
、
文
選
は
『
讁
』
に
作

る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
し
。
愚
按
ず
る
に
、
『
謫
』
は
正
文
た
る
は
、
說
文
に
見

ゆ
。
餘
は
皆
な
通
假
な
れ
ば
、
算
ふ
る
に
足
ら
ず
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言

う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。「
適
」「
讁
」「
謫
」
、
通
ず
れ
ば
、
今
、
改
め
ず
。

（
１
８
）
「
非
亢
」
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
非
儔
於
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍

、
、

傳
は
「
不
亢
於
」
に
作
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
・
『
羣
書

、

、

治
要
』
・
『
藝
文
類
聚
』
・
何
本
・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
耕
心
本
は

「
非
抗
於
」
、
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
非
抗
」
、

、
、

、

四
庫
全
書
本
は
「
非
亢
於
」
に
作
る
。
盧
文
弨
は
「
潭
本
、『
非
抗
』
の
下
に
『
於
』

、

字
有
り
て
、
史
記
に
同
じ
」
と
言
う
。
顏
師
古
は
「
『
亢
』
は
、
當
な
り
、
讀
み

て
抗
と
同
じ
」
と
い
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
王
耕
心
は
「
『
非
抗
』
、
盧
本
は
文
の

ご
と
く
、
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
文
選
も
同
じ
。
陳
渉
世
家
は
『
非
儔
』
に
作
り
、

漢
書
は
『
不
亢
』
に
作
る
。
『
於
』
字
は
盧
本
に
は
無
き
も
、
潭
本
及
び
史
・
漢

・
文
選
に
は
皆
な
有
り
。
愚
按
ず
る
に
、
『
抗
』
は
乃
ち
正
文
、
『
亢
』
は
通
假

に
屬
せ
ば
、
『
抗
』
に
作
る
、
是
な
り
。
『
不
亢
』
は
未
だ
安
か
ら
ず
、
『
非
儔
』

は
尤
も
謬
れ
り
。
『
於
』
字
無
き
も
亦
た
曉
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
今
、
補
正
す
」

と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
「
亢
」
「
抗
」
、
通
ず
れ
ば
、
今
改
め
ず
。

（
１
９
）
「
國
」
、
兩
京
遺
編
本
は
「
曄
」
に
作
る
。

（
２
０
）
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
也
」
字
無
し
。

王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
也
』
字
無
く
、
漢
書
も
同
じ
。
諸
家
は
文

の
ご
と
し
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
２
１
）
「
深
」
、
和
刻
本
は
「
㴱
」
に
作
る
。
「
深
」
「
㴱
」
、
同
じ
。

（
２
２
）
「
郷
時
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱

本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は

「
曩
時
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
向
時
」
に
作
る
。
何
孟
春
は
「
（
郷
は
）
去
聲

な
り
。
一
に
『
曩
』
に
作
る
」
と
言
い
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
、
盧
文
弨
は

「
潭
本
は
『
郷
時
』
に
作
り
、
史
記
に
同
じ
」
と
言
う
。
王
耕
心
は
「
史
記
は

『
郷
時
』
に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
漢
書
・
文
選
も
同
じ
。
愚
按
ず

る
に
、
『
曩
』
・
『
嚮
』
の
義
同
じ
な
れ
ど
、
『
郷
』
は
通
假
に
屬
せ
ば
、
『
曩
』

に
作
る
、
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

今
、
改
め
ず
。

（
２
３
）
「
何
也
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
子
彙
本
・
盧
本
・
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王
耕
心
本
は
「
何
」
の
一
字
無
く
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
也
』
上
に
『
何
』

字
有
り
」
と
言
う
。
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
何
也
」
二

字
無
く
、
『
賈
長
沙
集
』
は
「
也
」
字
無
し
。
王
耕
心
は
「
漢
書
は
『
反
』
の
下

に
『
何
』
字
有
り
て
、
文
選
は
『
也
』
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
史
記

も
同
じ
。
愚
按
ず
る
に
、
『
何
』
有
り
て
『
也
』
無
き
は
皆
な
資
を
笑
ひ
て
辨
ず

る
に
足
ら
ざ
る
に
屬
す
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

今
、
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。

【
且
夫
天
下
非
小
弱
也
】
李
國
翰
（
？
～
一
六
五
八
）
は
「
秦
は
天
下
を
兼
有

す
、
所
以
に
小
弱
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
會
注
考
證
』
、
秦
始
皇
本

紀
）
。
し
か
し
、
中
井
積
德
は
「
是
の
時
、
天
下
は
鼎
沸
す
れ
ば
、
秦
の
號
令
は

て
い
ふ
つ

關
外
に
行
は
れ
ず
。
天
下
は
已
に
秦
の
有
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
何
を
以
て
小
弱

に
非
ず
と
言
へ
る
や
」
と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）
。

【
自
若
】
顏
師
古
は
「
『
自
若
』
は
、
猶
ほ
故
の
ご
と
し
と
言
ふ
が
ご
と
き
な
り
」

と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
九
國
の
軍
隊
が
侵
攻
し
て
き
た

時
と
同
じ
だ
、
と
い
う
意
。

【
鉏
耰
棘
矜
】
服
虔
は
「
『
耰
』
は
、
鉏
柄
な
り
。
鉏
柄
及
び
棘
を
以
て
矛
槿
（
招
）

を
作
る
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
注
所
引
）
。

ま
た
、
如
淳
は
「
『
櫌
』
は
、
椎
塊
の
椎
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
集
解
』
、
秦

始
皇
本
紀
所
引
）
。
司
馬
貞
は
「
『
鉏
耰
』
は
鉏
木
を
謂
ふ
な
り
。
論
語
（
微
子
）

に
『
耰
而
不
輟
』
と
曰
ふ
、
是
れ
な
り
。
『
棘
』
は
、
戟
な
り
。
『
矜
』
は
、
戟

柄
な
り
、
音
は
勤
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
陳
渉
世
家
）
。
晉
灼
は
「
『
耰
』

は
、
椎
塊
の
椎
な
り
」
と
言
い
、
顏
師
古
は
「
服
說
非
な
り
。『
耰
』
は
、
田
を

摩
す
る
の
器
な
り
。
『
棘
』
は
、
戟
な
り
。
『
矜
』
は
招
と
同
じ
、
招
は
矛
鋋
の

杷
を
謂
ふ
な
り
。
（
中
略
）
『
耰
』
は
音
は
憂
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

孟
康
は
「
『
耰
』
は
、
鋤
の
柄
な
り
」
と
言
い
、
張
晏
は
「
『
矜
』
は
音
は
槿
な

り
。
爾
雅
に
曰
く
、『
棘
は
、
戟
な
り
』
と
。
鋤
の
柄
及
び
戟
の
槿
を
言
ふ
な
り
。

『
耰
』
は
音
は
憂
、
槿
は
巨
巾
の
切
な
り
」
と
言
う
。
ま
た
、
李
善
は
「
矜
」

に
つ
い
て
、「
巨
巾
」
の
反
だ
と
言
う
（
以
上
、『
文
選
』
注
」
）
。
何
孟
春
も
「
『
矜
』

は
槿
に
同
じ
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。
中
井
積
德
は
「
『
棘
』
は
、

今
の
衝
棒
の
梃
の
未
だ
鐡
刺
を
施
さ
ざ
る
も
の
な
り
。『
矜
』
は
、
戟
の
柄
な
り
」

と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）
。
山
口
察
常
は
「
鉏
耰
は
、
す
き
の
柄
、
棘
矜
は
、

ほ
こ
の
柄
な
り
」
と
言
う
（
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
。
過
秦
下
に
も
「
陳
涉
は
（
中

略
）
弓
戟
の
兵
を
用
い
ず
、
鉏
耰
・
白
梃
も
て
（
中
略
）
、
天
下
に
橫
行
す
」
と

有
る
。

【
銛
】『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳
「
鉛
刀
爲
銛
」
に
注
し
て
、
裴
駰
は
『
漢
書
音

義
』
に
「
銛
は
利
を
謂
ふ
」
と
言
う
の
を
引
き
（
『
史
記
集
解
』
）
、
司
馬
貞
も

「
銛
は
、
利
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
史
記
索
隱
』
）。

【
句
戟
長
鎩
】
如
淳
は
「
『
鉤
戟
』
は
矛
に
似
て
、
刃
の
下
に
鐡
有
り
、
橫
方
上

鉤
曲
な
り
」
と
言
い
、
ま
た
裴
駰
は
「
『
鎩
』
、
音
は
所
拜
の
反
な
り
」
と
言
う
。

（
『
史
記
集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
顏
師
古
は
「
『
鉤
戟
』
は
、
戟
の
刃
の
鉤
の

ご
と
く
曲
が
れ
る
者
な
り
。
『
鎩
』
は
、
鈹
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
往
者
、
秦
は

兵
刃
を
銷
か
せ
ば
、
陳
渉
起
ち
し
時
、
但
だ
鉏
耰
及
び
戈
戟
の
招
の
み
を
用
い

て
、
以
て
相
ひ
攻
戰
す
、
と
な
り
。
（
中
略
）
『
鎩
』
は
音
は
山
列
の
反
な
り
」

と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
李
善
は
「
鎩
」
に
つ
い
て
、
音
は
「
所
介
」
の
反
だ

と
言
い
、『
說
文
』
の
「
『
鎩
は
、
鈹
の
鐔
有
る
な
り
』
」
を
引
く
（
『
文
選
』
注
）
。

ま
た
、
四
部
叢
刊
本
原
注
に
は
「
所
賣
の
切
な
り
、
矛
な
り
」
と
有
り
、
四
庫
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全
書
本
も
同
じ
。
何
孟
春
は
「
所
介
の
切
な
り
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。

山
口
察
常
は
「
薙
刀
長
槍
の
こ
と
」
と
す
る
（
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）。

【
適
戍
】
罪
を
得
て
邊
境
守
備
に
流
謫
と
な
る
こ
と
。
顏
師
古
は
「
『
適
』
は
讀

み
て
讁
と
曰
ひ
、
罪
罰
あ
り
て
而
し
て
行
く
を
謂
ふ
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

李
善
は
「
通
俗
の
文
に
『
罪
を
罰
す
る
を
讁
と
曰
ふ
』
と
曰
ふ
。
丈
厄
の
切
な

り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。

【
非
亢
】
瀧
川
龜
太
郎
は
「
『
抗
』
は
、
敵
な
り
、
當
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記

會
注
考
證
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。

【
深
謀
遠
慮
】
深
く
策
謀
を
め
ぐ
ら
し
、
遠
い
先
の
こ
と
ま
で
熟
慮
す
る
こ
と
。

李
善
は
「
史
記
（
貨
殖
列
傳
）
に
『
賢
人
は
深
く
廊
廟
に
謀
る
』
と
曰
ひ
、
論

語
（
衞
靈
公
）
に
『
人
に
遠
慮
無
く
ん
ば
、
必
ず
近
憂
有
り
』
と
曰
ふ
」
と
言

う
（
『
文
選
』
注
）
。
中
井
積
德
は
「
深
謀
遠
慮
は
則
ち
張
（
良
）
・
酈
（
食
其
）

有
り
、
行
軍
用
兵
は
則
ち
劉
（
邦
）
・
項
（
羽
）
有
れ
ば
、
皆
な
曩
時
の
九
國
を

踰
へ
り
」
と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）
。

【
郷
時
】
往
時
。
司
馬
貞
は
「
『
郷
』
は
音
は
香
亮
の
反
な
り
。
『
郷
時
』
は
猶

ほ
往
時
の
ご
と
き
な
り
。
蓋
し
孟
嘗
・
信
陵
・
蘇
秦
・
陳
軫
の
比
を
謂
ふ
な
り
」

と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
陳
渉
世
家
）
。
顏
師
古
は
「
『
曩
』
は
、
昔
な
り
、
音

は
乃
朗
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

1
-
9

試
使
山
東
之
國
與
陳
涉
、
度
長
挈
大
、
比
權
量
力
、
則
不
可
同
年
而
語
矣
。
然

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

秦
以
區
區
之
地
、
致
萬
乘
之
勢
、
序
八
州
而
朝
同
列
、
百
有
餘
年
矣
。
然
後

以

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
１
１
）

（
１
２
）
（
１
３
）

六
合
爲
家
、
（
殽
）
〔
崤
〕
函
爲
宮
、
一
夫
作
難
而
七
廟
墮
、
身
死
人
手
、
爲

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

天
下
笑
者
、
何
也
。
仁

義

不
施
、
〔

而

〕
攻
守
之

勢

異
也
。

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

試
み
に
山
東
の
國
と
陳
涉
と
を
し
て
、
長
を
度
り
大
を
挈
り
、
權
を
比
べ
力

は
か

は
か

を
量
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
年
を
同
じ
く
し
て
而
し
て
語
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。

然
れ
ど
も
秦
は
區
區
の
地
を
以
て
、
萬
乘
の
勢
を
致
し
、
八
州
を
序
し
て
而

し
て
同
列
を
朝
せ
し
む
る
こ
と
、
百
有
餘
年
な
り
。
然
る
後
に
六
合
を
以
て

家
と
爲
し
、
崤
函
も
て
宮
と
爲
す
も
、
一
夫
難
を
作
し
て
而
し
て
七
廟
墮
た

す
ま
い

お
こ

れ
、
身
は
人
の
手
に
死
し
て
、
天
下
の
笑
ひ
と
爲
り
し
は
、
何
ぞ
や
。
仁
義

施
さ
ず
し
て
、
而
し
て
攻
守
の
勢

異
な
れ
ば
な
り
。

【
口
語
譯
】

今
試
み
に
山
東
の
國
々
と
陳
涉
と
に
、
そ
の
長
さ
や
大
き
さ
を
量
り
、
權
力

を
比
べ
さ
せ
た
な
ら
、
同
じ
樣
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
秦
は
小
さ
い
領
土
に
よ
っ
て
、
萬
乘
の
勢
を
も
た
ら
し
、
雍
州
以

外
の
八
州
を
順
序
よ
く
並
べ
て
、
他
の
諸
侯
達
を
入
朝
さ
せ
る
の
に
百
有
餘

年
も
の
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
後
よ
う
や
く
、
天
地
四
方
を
一
つ
の
家
と
し
、

崤
山
・
函
谷
の
内
を
居
処
と
し
た
が
、
た
っ
た
一
人
の
男
が
叛
亂
を
起
こ
し

た
だ
け
で
、
そ
の
秦
の
七
廟
は
破
壞
さ
れ
、
そ
の
身
は
人
の
手
に
殺
さ
れ
て
、

天
下
の
笑
い
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
。

そ
れ
は
仁
義
を
施
す
こ
と
が
な
く
、
攻
守
の
勢
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。

（
１
）『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
試
」
の
上
に
「
嘗
」
字
が
有
る
。
王
耕
心
は
「
史

記
陳
渉
世
家
、
『
試
』
の
上
に
『
嘗
』
字
有
り
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も

同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
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（
２
）
「
國
」
、
兩
京
遺
編
本
は
「

」
に
作
る
。

（
３
）
「
挈
大
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
挈
大
』
に
作
る
」
と
言
う
が
、
『
史

記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
子
彙
本

・
盧
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
絜
大
」
に
作
る
。
「
挈
」
「
絜
」
は
同
じ
。

『
漢
書
音
義
』
に
「
『
絜
束
』
の
『
絜
』
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
集
解
』
、
秦

始
皇
本
紀
所
引
）
。
な
お
、
『
藝
文
類
聚
』
は
「
契
大
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
何
本

・
程
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
は
「
尚
」
、
兩
京
遺

編
本
は
「

大
」
に
作
る
。

（
４
）
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
則
」
字
無
し
。
王
耕
心
は
「
漢
書
は
『
則
』

の
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
史
記
・
文
選
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原

文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）。

（
５
）「
矣
」
、『
羣
書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
樹
」
に
作
る
。

（
６
）
『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
然
」
の
下
に
「
而
」
字
有
り
。
王
耕
心
は
「
史

記
陳
渉
世
家
は
『
然
』
の
下
に
『
而
』
字
有
り
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家

も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
７
）
「
以
」
、
王
耕
心
本
は
「
㠯
」
に
作
る
。

（
８
）
「
致
萬
乘
之
勢
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
王
耕
心
本

は
「
千
乘
（
乗
）
之
權
」
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文

選
』
・
『
藝
文
類
聚
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
謨

本
・
和
刻
本
は
「
致
萬
乘
之
權
」
に
作
る
。
盧
文
弨
は
「
始
皇
本
紀
は
『
致
』

字
無
く
、
『
千
乘
之
權
』
に
作
る
。
陳
渉
世
家
は
『
致
萬
乘
之
權
』
に
作
る
」
と

言
う
。
兪
樾
は
「
『
致
』
字
は
衍
文
な
り
。『
萬
乘
』
は
當
に
史
記
に
從
ひ
て
『
千

乘
』
に
作
る
べ
し
。
『
區
區
之
地
』
は
其
の
地
の
小
さ
き
を
言
ふ
な
り
。
『
序
八

州
』
と
相
ひ
對
す
。
『
千
乘
の
勢
』
は
、
其
の
勢
の
弱
き
を
言
ふ
な
り
。
『
朝
同

列
』
と
相
ひ
對
す
」
と
言
う
（
『
諸
子
平
議
』
、
賈
子
一
）
。
王
耕
心
は
「
盧
本

は
『
致
萬
乘
之
埶
』
に
作
る
も
、
史
記
陳
渉
世
家
は
『
致
萬
乘
之
權
』
に
作
り
、

漢
書
・
文
選
も
同
じ
。
秦
始
皇
本
紀
は
文
の
ご
と
し
（
『
千
乘
之
權
』
）
。
愚
按

ず
る
に
、
『
區
區
』
は
其
の
地
の
小
さ
き
を
言
ひ
、
『
千
乘
』
は
其
の
埶
の
弱
き

を
言
ふ
。
皆
な
秦
の
先
世
を
原
ね
て
言
を
爲
せ
ば
、
蓋
し
孝
公
の
時
を
謂
へ
る

な
ら
ん
。
『
致
萬
乘
』
字
は
文
義
當
た
る
に
非
ざ
れ
ば
、
蓋
し
妄
竄
よ
り
出
で
し

な
ら
ん
。
兪
氏
の
說
も
同
じ
く
、
文
の
ご
と
し
、
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と

言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
王
耕
心
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
下
文
に
「
百

有
餘
年
」
と
有
る
か
ら
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
惠
文
王
や
昭
襄
王
・
武
王

の
時
代
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
千
乘
」
か
「
萬
乘
」
か
は
判
斷
で
き
な
い
。
「
千

乘
」
の
場
合
は
「
致
」
は
衍
、
「
萬
乘
」
の
場
合
は
「
致
」
が
無
け
れ
ば
文
意
が

通
じ
な
い
。

（
９
）
「
序
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
羣

書
治
要
』
・
『
藝
文
類
聚
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・

四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
招
」
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
王
耕
心
本

は
「
抑
」
に
作
る
。
何
孟
春
は
「
（
『
招
』
は
）
音
は
翹
な
り
。
一
に
『
序
』
に

作
り
、
又
た
『
抑
』
に
作
る
」
と
言
い
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
、
盧
文
弨
は

「
陳
渉
世
家
、
『
序
』
は
『
抑
』
に
作
り
、
始
皇
本
紀
は
『
招
』
に
作
り
、
漢
書

も
同
じ
」
と
言
う
。
兪
樾
は
「
『
序
』
と
は
、
之
を
次
弟
す
る
な
り
。
陳
渉
世
家

『
仰
』
に
作
り
し
は
、
蓋
し
字
の
誤
り
な
ら
ん
。
因
り
て
而
し
て
始
皇
本
紀
も

又
た
誤
り
て
『
招
』
と
爲
せ
り
」
と
言
う
（
『
諸
子
平
議
』
、
賈
子
一
）
。
王
耕

心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
漢
書
・
文
選
、
『
抑
』
は
皆
な
『
招
』
に
作
る
。
盧

本
は
『
序
』
に
作
り
、
陳
渉
世
家
は
文
の
ご
と
し
。
愚
按
ず
る
に
、
文
の
ご
と
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し
、
是
な
り
。
今
、
改
正
す
。
『
序
』
に
作
る
は
、
未
だ
安
か
ら
ず
。
『
招
』
は

乃
ち
『
抑
』
字
形
近
き
の
誤
り
な
り
。
兪
說
必
ず
『
序
』
を
㠯
て
是
と
爲
す
は
、

非
な
り
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
し
か
し
、
「
招
」
「
抑
」
「
序
」

は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
は
異
な
る
も
の
の
通
じ
る
。
今
、
原
文
に
據
る
。

（
１
０
）
「
有
」
、
盧
文
弨
は
「
『
有
』
字
は
潭
本
無
し
」
と
言
う
。
兩
京
遺
編

本
は
「
有
」
字
無
し
。

（
１
１
）『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
矣
」
字
無
し
。
王
耕
心
は
「
漢
書
に
は
『
矣
』

字
無
き
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
史
記
・
文
選
も
同
じ
。
愚
按
ず
る
に
、『
矣
』

無
き
は
謬
れ
る
こ
と
甚
だ
し
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校

詁
一
）
。
『
羣
書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
樹
」
に
作
る
。

（
１
２
）
「
後
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
后
」
に

作
る
。
顏
師
古
は
「
『
后
』
と
『
後
』
と
は
同
じ
、
古
へ
通
用
す
る
の
字
な
り
」

と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
、
『
後
』
は
『
后
』

に
作
り
、
漢
書
も
同
じ
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
陳
渉
世
家
・
文
選
も
同
じ
。

愚
按
ず
る
に
、
『
後
』
は
乃
ち
正
文
、
『
后
』
は
通
假
に
屬
せ
ば
、
必
ず
『
后
』

に
作
る
は
謬
れ
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
１
３
）
「
以
」
、
王
耕
心
本
は
「
㠯
」
に
作
る
。

（
１
４
）
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
殽
」
に
作
り
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉

世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
王

耕
心
本
も
同
じ
。
し
か
し
、
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・

盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
崤
」
に
作
る
。
上
文
に
合
わ
せ
て
、「
崤
」
に
改

め
る
。

（
１
５
）
「
函
」
、
四
部
叢
刊
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
は
「
凾
」
、

王
耕
心
本
は
「
圅
」
に
作
る
。

（
１
６
）
「
墮
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
隳
』
に
作
る
」
と
言
う
。
『
文
選
』
・

『
藝
文
類
聚
』
・
兩
京
遺
編
本
は
「
隳
」
、
程
本
は
「
堕
」
に
作
る
。
何
孟
春
は

「
『
隳
』
と
同
じ
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）。

（
１
７
）
「
何
也
」
、『
羣
書
治
要
』
は
無
し
。

（
１
８
）
「
仁
義
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
仁
誼
」
、
盧
本
は
「
仁
心
」
に

作
る
。
盧
文
弨
は
「
『
仁
心
』
、
潭
本
『
仁
義
』
に
作
る
は
、
史
記
と
同
じ
。
（
中

略
）
案
ず
る
に
小
司
馬
も
亦
た
『
仁
心
』
に
作
る
が
似
し
」
と
言
う
。
王
耕
心

は
「
漢
書
、
『
義
』
は
『
誼
』
に
作
り
、
盧
本
は
『
心
』
に
作
る
。
潭
本
及
び
史

記
・
文
選
は
皆
な
文
の
ご
と
し
（
『
仁
義
』
）
。
愚
按
ず
る
に
、『
仁
義
』
に
作
る
、

是
な
り
。
今
、
改
正
す
。『
仁
義
』
は
乃
ち
道
德
の
總
會
な
れ
ば
、
惟
だ
『
仁
心
』

に
作
る
の
み
な
れ
ば
狹
し
。
『
誼
』
は
乃
ち
『
仁
誼
』
字
の
正
文
な
れ
ば
、
當
に

漢
書
に
从
ひ
て
、
適
を
㠯
て
賈
子
の
名
と
爲
す
べ
き
も
、
復
た
諸
經
と
相
ひ
違

へ
ば
、
今
取
ら
ず
。
『
義
』
は
則
ち
『
誼
』
の
通
假
の
字
な
り
」
と
言
う
（
『
賈

子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
過
秦
下
篇
に
は
「
（
秦
王
は
）
詐
力
を
先
に
し
て
而
し
て

仁
義
を
後
に
す
」
と
有
る
か
ら
、「
仁
義
」
の
方
が
正
し
い
か
。
時
變
篇
に
は
「
（
秦

は
）
六
國
を
蹷
け
、
天
下
を
兼
せ
る
は
、
求
め
得
た
り
。
然
れ
ど
も
廉
恥
の
節

・
仁
義
の
厚
に
反
す
る
を
知
ら
ず
、
幷
兼
の
法
を
信
じ
、
進
取
の
業
を
遂
げ
れ

ば
、
凡
そ
十
三
歲
に
し
て
而
し
て
社
稷
は
墟
と
爲
れ
り
。
守
成
の
數
・
之
を
得

る
の
術
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
は
、
過
秦
論
に
共
通
す
る
論
理
で
あ
る
。
ま

た
、
制
不
定
篇
に
も
「
勢
已
に
定
ま
り
權
已
に
足
ら
ば
、
乃
ち
仁
義
恩
厚
を
以

て
し
、
因
り
て
而
し
て
之
を
澤
す
」
と
有
る
。

（
１
９
）
「
而
」
、
四
部
叢
刊
本
・
兩
京
遺
編
本
は
無
し
。
盧
文
弨
は
「
潭
本
は

（
中
略
）
『
而
』
字
無
し
」
と
言
う
。
今
、
補
う
。

（
２
０
）
「
勢
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
㔟
」
、
王
耕
心
本
は
「
埶
」
に
作
る
。

『賈誼新書』譯註稿（三）過秦上（3）（工藤）
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【
度
長
】
顏
師
古
は
「
『
度
』
は
音
は
徒
各
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

「
度
」
は
、
長
短
を
は
か
る
こ
と
。
『
漢
書
』
律
曆
志
上
に
「
度
と
は
、
分
・
寸

・
尺
・
丈
・
引
な
り
、
長
短
を
度
る
所
以
な
り
」
と
有
る
。

【
挈
大
】
「
挈
」
は
、
『
集
韻
』
に
「
通
じ
て
絜
に
作
る
」
と
有
る
。
「
絜
」
は
、

繩
を
用
い
て
物
の
周
圍
を
は
か
る
こ
と
。
司
馬
貞
は
「
『
絜
』
は
音
は
下
結
の
反

な
り
。
結
束
し
て
其
の
大
小
を
知
る
が
ご
と
き
を
謂
ふ
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記

索
隱
』
、
陳
渉
世
家
）
。
顏
師
古
は
「
『
絜
』
は
之
を
圍
束
す
る
を
謂
ふ
な
り
。（
中

略
）
『
絜
』
は
音
は
下
結
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
李
善
は
「
莊

子
（
人
間
世
）
に
『
大
樹
あ
り
て
、
其
の
絜
は
百
圍
な
り
』
と
曰
ふ
。
司
馬
彪

は
『
絜
は
、
帀
な
り
、
丁
結
の
切
な
り
』
と
曰
ふ
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。

中
井
積
德
は
「
『
絜
』
も
亦
た
比
な
り
」
と
言
い
（
『
史
記
雕
題
』
）
、
瀧
川
龜
太

郎
は
「
『
絜
』
は
、
猶
ほ
度
の
ご
と
き
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
會
注
考
證
』
、

秦
始
皇
本
紀
）
。

【
區
區
】
顏
師
古
は
「
『
區
區
』
は
、
小
さ
き
の
貌
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』

注
）
。

【
萬
乘
之
勢
】
周
の
制
度
で
は
、
天
子
の
み
が
兵
車
一
萬
乘
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
「
萬
乘
」
は
「
天
子
」
を
指
す
。
ま
た
、
戰
國
時
代

で
は
大
國
を
「
萬
乘
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
の
意
味
で
も
通

じ
る
。

【
序
八
州
而
朝
同
列
】
「
序
」
に
つ
い
て
、
兪
樾
は
「
順
序
よ
く
竝
べ
る
」
の
意

と
す
る
。
し
か
し
、
王
耕
心
は
「
抑
」
だ
と
す
る
。
司
馬
貞
は
「
秦
強
く
し
て

而
し
て
八
州
を
抑
へ
て
己
に
朝
せ
し
む
る
を
謂
ふ
な
り
。
漢
書
は
『
招
八
州
』

に
作
る
も
、
亦
た
通
ず
る
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
陳
渉
世
家
）
。
鄧

展
は
「
『
招
』
は
、
舉
な
り
」
と
言
い
、
蘇
林
は
「
『
招
』
は
音
は
翹
な
り
」
と

述
べ
て
い
る
（
『
漢
書
』
注
・
『
文
選
』
注
）
。
「
八
州
」
は
、
「
雍
州
を
除
く
外

の
八
州
」
（
山
口
察
常
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
で
あ
る
が
、
具
體
的
に
何
を
指
す

か
は
定
か
で
は
な
い
。
な
お
、
『
賈
誼
新
書
』
に
は
他
に
「
昔
高
帝
布
衣
よ
り
起

こ
り
て
而
し
て
九
州
を
服
す
も
、
今
陛
下
は
九
州
に
杖
る
も
而
も
匈
奴
に
行
は

よ

れ
ず
」
（
威
不
信
）
や
「
九
州
の
民
、
四
荒
の
國
」
（
禮
容
語
下
）
等
と
有
る
。

【
一
夫
】
こ
こ
で
は
陳
渉
を
指
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
中
井
積
德
は
「
劉
・
項

諸
矦
を
率
い
て
關
に
入
れ
ば
、
盖
し
堂
濟
（
正
々
堂
々
）
な
り
し
な
ら
ん
。
豈

に
適
戍
數
百
の
鉏
耰
棘
矜
を
持
つ
者
有
ら
ん
や
。
皆
な
事
實
を
失
へ
り
。
賈
生

は
陳
渉
と
九
國
を
以
て
論
を
立
て
て
、
而
し
て
劉
・
項
沒
き
は
、
是
れ
大
い
に

な

踈
な
る
䖏
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）
。

【
七
廟
】
『
禮
記
』
王
制
に
「
天
子
七
廟
、
三
昭
三
穆
と
太
祖
の
廟
と
而
し
て
七

あ
り
」
と
有
る
。
山
口
察
常
は
「
天
子
は
七
廟
を
立
つ
、
卽
ち
大
廟
と
三
昭
三

穆
と
こ
れ
な
り
」
と
言
う
（
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
。
な
お
、
過
秦
下
篇
に
「
二

世
此
の
術
を
行
は
ず
、
而
し
て
重
ぬ
る
に
無
道
を
以
て
し
、
宗
廟
を
壞
つ
」
と

有
る
。

【
墮
】
顏
師
古
は
「
『
墮
』
は
、
毀
な
り
、
音
は
火
規
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢

書
』
注
）
。

【
天
下
笑
】
李
善
は
「
春
秋
考
異
郵
に
『
君
、
妻
を
殺
し
て
誅
さ
れ
、
天
下
の

笑
と
爲
る
』
と
曰
ふ
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。『
賈
誼
新
書
』
に
は
他
に
、「
（
楚
）

懷
王
逃
れ
て
、
秦
に
適
く
に
、
克
尹

之
を
西
河
に
殺
せ
ば
、
天
下
の
笑
ひ
と
爲

る
」
（
春
秋
）
、
「
齊
の
桓
公
（
中
略
）
管
仲
を
失
ひ
て
、
豎
刀
に
任
ず
れ
ば
、

而
ち
身
は
死
す
と
も
葬
ら
れ
ず
、
天
下
の
笑
ひ
と
爲
る
」
（
胎
教
）
と
有
る
。

【
仁
義
不
施
】
司
馬
貞
は
「
（
『
施
』
は
）
式
豉
の
反
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
秦
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は
虎
狼
の
國
な
れ
ば
、
其
の
仁
義
は
天
下
に
施
及
せ
ず
、
故
に
亡
ぶ
を
謂
ふ
な

り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
陳
渉
世
家
）
。
宋
の
胡
寅
（
一
〇
九
八
～
一
一

五
六
）
は
「
攻
守
に
勢
を
異
に
す
る
無
く
、
秦
は
詐
力
を
以
て
之
を
得
れ
ば
、

豈
に
能
く
仁
義
を
施
す
の
理
有
ら
ん
や
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
所
引
）
。

中
井
積
德
は
「
首
よ
り
尾
に
至
る
ま
で
只
だ
結
は
此
の
二
句
に
在
り
」
と
言

は
じ
め

し
ま
ひ

う
が
、
ま
た
、
「
秦
は
前
王
も
後
王
も
皆
な
仁
義
を
施
さ
ざ
る
な
り
。
九
國
の
時

も
亦
た
守
な
り
、
陳
渉
の
時
も
亦
た
守
な
り
。
未
だ
其
の
所
以
の
異
な
れ
る
を

覩
ず
。
此
の
結
末
の
二
句
は
竟
に
謂
は
ん
と
す
る
所
を
解
せ
ず
」
と
も
言
う
（
『
史

記
雕
題
』
）
。
し
か
し
、
賈
誼
が
言
う
「
攻
守
」
と
は
戰
時
に
お
け
る
攻
守
で
は

な
く
、
政
治
上
の
「
取
守
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
互
い
に
「
術
」
（
政
治
的

方
法
）
を
同
じ
く
し
な
い
の
で
あ
る
。
大
政
下
に
は
「
王
者
は
政
を
易
ふ
る
こ

と
有
る
も
而
も
國
を
易
ふ
る
こ
と
無
く
、
吏
を
易
ふ
る
こ
と
有
る
も
而
も
民
を

易
ふ
る
こ
と
無
し
」
と
言
う
。
そ
れ
な
の
に
、
秦
は
統
一
後
も
「
詐
力
を
先
に

す
る
」
（
過
秦
下
篇
）
戰
國
以
來
の
政
治
的
傳
統
を
改
め
ず
、
仁
義
を
行
う
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
、
亡
び
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
宋
の
眞
德
秀

（
一
一
七
八
～
一
二
三
五
）
は
「
賈
生
は
秦
の
成
敗
を
論
じ
て
千
有
餘
言
、
而

し
て
之
を
斷
ず
る
に
『
仁
義
施
さ
ず
し
て
、
而
し
て
攻
守
の
勢
異
な
れ
ば
な
り
』

を
以
て
す
。
文
字
は
甚
だ
妙
な
り
、
但
だ
至
當
の
論
に
非
ず
。
蓋
し
儒
者
は
以

へ
ら
く
、
攻
む
る
に
譎
詐
を
尚
び
て
、
而
し
て
守
る
に
仁
義
を
尚
ぶ
と
の
み
」

と
言
う
（
『
史
記
評
林
』
所
引
）
。

『賈誼新書』譯註稿（三）過秦上（3）（工藤）


